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Golden Hamster (Cricetus auratus)の遺精機転に就いて
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第 1章緒
古来より多くの細胞学的研究は，特に精細胞を用いて行われ，幾多の形態学的事実が解明せ
られて来たのであるけれども未だ悉く解明し尽されたと云うことは出来ないと思う。即ち捕乳
動物の造精細胞，造精機転に関しては， Brown (1885)，Niessing (1897)，Meves (1899)， 
Bowen (1922)，Gatenby and Beams (1936)等の学者の幾多の業績があるが，細胞原形質
の微細構成要素並びに此れが精子形成に際して変転する機転の詳細に関しては，諸説区区とし
て必ずしも見解の一致を見ているとは考えられなし1。最近に到り余の実験動物である Golden 
Hamster (Cricetus auratus)の造精機転に関しでも Gressonand Zlotnik (1945)及び 
Leblond and Clermont (1952)等による報告があるが，彼等の業績にも首肯し難き所多多
あり，且つ彼等の所論は Akrosomの発生及び精子形成に関する所を主眼として其の他の細
胞原形質内構成要素即ち Mikrosomen，Idiozom及び Achsenfaden，Sch wanzmanschette 
等の発生には言及する所少く，且つ叉両者の見解首肯し難き所が少なからず存するのであるO
例えば Akrosom発生の原基たる頼粒及び空胞に就いても古くは， Niessing (1897)は 
Akrosomaは Centrosom より発生し空胞は Idiozomより生ずると述べたるに，近きは 
Gresson and Zlotnik (1945)は Spermatidの核の前極上に拡大し，存するゴルジ戸物質
が核膜から離れて移動する際，不染性の vacuole-likestructure即ち archoplasmic 
vacuoleがあらわれ，その中に頼粒即ち archoplasmicgranuleを含有すると述べ，一方 
Leblond and Clermont (1952) は idiosome 中から acrosome 発生原基たる頼粒が 1~3
個あらわれ，終に是等の穎粒が融合増大し単~ acrosomic granuleとなり Spermatozoa
の headcapや Akrosomを形成する。但し彼に依れば vacuoleは形成されずと述べてい
るも，共に granuleの起源に就いては論及せざる等不解なる点砂しとしないのであるO 斯く
の如きに鑑み余は森田(1931)の所謂 Mikrosomenなる細胞原形質構成要素が Hamsterの
造精機転に於て如何なる態度を取りて行動するものなるか，且つ叉 Akrosom，Centrosom， 
言
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Mitochondria，Golgi装置等の発生或は推移に関する関係に注目し，本動物の精子形成機序
に関する疑点を些か解明する所あらんとして，本研究を企図したのであるO
第2章材料及び技術
本研究に使用した材料は，成熟 Hamster(Crice-
tus auratus)の畢丸組織である。グロロホノLム麻
間半を施行した該動物の腹腔を開き，出来る限り迅速
に皐丸を別出し，直ちに之を径3mm程度の細片と 
なし固定液に投じた。精細胞は固定液に対して特に
敏感にして為に屡々収縮像を招来して徴細構造の悶 
明不能に陥ること少なからず。而してハムスターに
於ては細精管相互の結合疎なるため，組織細片を閏
定液に投ずる時は細精管は容易に個々に分離して糸
状房状の観を呈するに至る。従って固定液の組織内 
浸入は他種組織に比し，比較的速かなること窺知せ
らる。斯かる理由により木材料に対しては固定時間
を相当短縮考慮、することが必要であり，かくするこ
とにより不当なる収縮を出来る限り除外せんと努め
た。固定後の脱水過程に於ても，固定と同様短時間
に此れを経過せしめることが必要である。脱水後は
常法に則りノミラフイシ包埋を行い，総て 5いの連続
切片を作成した。余が好んで使用した回定液を列挙 
すれば次の如くである。
1) Mikrosomen及び中心小体検出用には
Ciaccio液を主として Cajal液此れに次ぎ，更に
Nemec液， Reg加 d液， Bouin液等による二重困
定法を用いた。就中Ciaccio液は何れの場合に於て
も，且つ叉 24時間の長時に及び固定するも殆んど
収縮を認めなかったため Ciaccio液固定を基礎と
し此れに上記他種固定液の特徴を重加せんとする
企図によって多くの二重固定法を実施したる所，単 
独回定に比L遥かに良好なる成績を得るを経験せ
h 即ち固定時間は Ciaccio液による前固定2時 
間，他種回定液による後固定 3時間を良好と認め， 
固定後は水洗いすることなく直ちに 5%重グロム酸 
カリ液に浸し所謂 Nachchromierungを約 3週間
行いたり。 
2) Mitochondria検出に対しては， Regaud液，
Nemec液を主とし之れに Ciaccio液を加えたる二 
重固定法及び他方には 2%オスミウム酸単独固定法
を用いた。然しながら何故か Nemec液を主とする
場合は何れの他の固定液の場合よりも収縮の強きた
め，固定時間を更に短縮せしめる必要ありと考えた
り。固定後の操作は上記 1)と同様なるも 2%オス
ミウス酸単独回定法の場合にありでは直ちに水洗の
後パラフーイユ/包埋に移行した。
3) Golgi装置検出に対しては鍍銀法即ち Golgi 
液， Da Fano液等を使用し，時に応じて鍍金処置
を行レ向鍍銀法と対照批判すベく Flemming液，
Weigl液， Champy液等一連のオスミウム酸含有
固定液も亦併用した。
4) Idiozom，Akrosoma検出に対しては， 1) 
と同方法により目的達成せられると信ずる。これに
より Mikrosomenと Idiozomとの関係も亦充分
明確であった。
5) 所謂森田(1934)の G.M.体検出に対して
は， Schütz 液 3~5 時間固定法が最良にして，固定
後充分水洗したる後，所謂 Nachosmierung約 3適
間を実施する必要がある。
の染色方法としては好んで Heidenhain鉄明
禁へマトキシリン染色を使用したが，其の他中心小
体及び Schwanzmanschette，精子頭部の究明に
対しては Benda染色法を用いた。叉 Mikrosomen，
Idiozom，Mitochondria等に対して，より明瞭美
麗なる標本を数多〈得，研究の好個の資料となりた 
るは森田が考案せる所謂森田タシニン酸鍍銀法を称 
用したるためにして敢えて大方に推奨する所以であ 
る。
第3章 自家所見及び批判
第 1項 Mikrosomen及び Mitochondria 
1) Mikrosomenなる名称は文献に徴するに古
くより使用せられており， Wilson (1925)に依れば
Hanstein(1880)が livingProtoplasmaに於て最
初に使用したと言われ，其の他 ValettSt George 
(1886)，Flemming (1899)等も使用している。
2) 余はノ¥ムスターの精細胞に於て Ciaccio液，
Cajal液を主とした二重固定後長期間 Nachchro・
mierungを行い鉄明禁へマトキシリシ染色， Ben-
da染色或は森田タンニシ酸鍍銀法を施行した。斯 
かる各染色によりて， Spermatogonia，Sperma-
tocyte，Spermatidの各細胞原形質内に多数の徴
師頼粒を認めた。斯かる微細頼粒は辛うじて認め得
る程度の微細なるものより Mitochondria程度の
大型のものに至る迄大小種々の大きさを有し，細胞
原形質内全般に亘って分布し連鎖状叉は不塾網眼状
に酎列する。斯かる場合には，頼粒相互間は無構造
の難染性の微細線維によりて連絡せらるるを認め
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る。 Mitochondriaと異なる点は比較的多量の酸を せる空胞中に 1個の頼粒ある状態なり。余は之を
含有する固定液によりても固定せられる点なり。而 Vakuole mit Kornと呼ぶ。
して Heidenhain鉄ヘマトキシリシ染色によって 5) 文献を照合するに Mikrosomenなる名称の
は濃紺色， Ben~a 染色にては濃紫紺色，森田タン 解釈に就いては必ずしも明確なるものではない。例
ニシ酸鍍銀法にては濃褐紫色に染色される細胞原形
質内に多数検出せられ，微細頼粒として認めらる。此
の頼粒を余は Mikrosomenと称し森田(1931)が 
猫の精細胞に於て「凝縮により achromatische
Faden上に発生せる穎粒を一般に Mikrosomen 
と総称すjと記載したる物と同一物と考えんとす 
る。 
3) 而して Mikrosomen相互間を連絡する微細 
線維は森田(1931)が Mikrosomen連絡糸と命名 
したるものに一致し，換言すれば Mikrosomenは
斯かる Mikrosomen連絡糸によりて連絡せられ， 
連鎖状を呈して認めることが其の主要なる特徴であ
る。 この Mikrosomen連絡糸の走向は細胞質内 
部に於いて必ずしも一定した規則に従うものではな
く，縦横不定の方向に配列して，互いに交叉吻合す
ることも多く，その場合その交叉点は必ず結節状に
肥厚して，頼粒の存在を窺知せしめる。而して斯か
る結節状の小頼粒はまた Mikrosomen頼粒の一つ
に他ならない。時としては Mikrosomen連絡糸に
よりて連絡せられることなく単独孤立して散在する
、とともある。 
4) 更に特記すべきは如上の Mikrosomenの或
るものの周囲に輝ける明劃なる畳 (Halo)を発生す
る場合ある所見である。即ち空胞中に 1個の頼粒存 
在する所見である (Fi抱 り〉。是れ即ち森田 (ο1931り〉幻1g.
が‘“吋4 紘kuω10lemitKo口ぜVa 託 'f町rI
致するものでで、あつて，更に詳細に観察すれば斯カか、る
空胞には大小あるも，その形は皆球形を呈する。然
しながら空胞の大きさとその内部に存在する頼粒の
大きさを比較するに，大なる空胞と雄もその空胞中 
の頼粒小型なることあり，一方小なる空胞と雄も大
なる頼粒を内部に認めることあり。叉空胞中の頼粒 
即ち Mikrosomenは多くは空胞の中心に存在する
を認めることが多いが時には偏在することもある。
斯くの如き“Vakuolemit Korn"は Akrosoma 
の発生機序の際詳述する如く Akrosomaの原基と
なるものであると考える。森田も如上の所見に就き
次の如く記載している0 ・ 
森田(1931)
是等の Mikrosomenの或二'三の物の周囲に
えば Meves& Korff (1900)の記載によりても明
らかなる如く Meves&Kor任， Valette St George 
(1886)等は共に Mikrosomenと Mitochondria
とを同一視して考えている。 
Meves & Kor旺(1900)
-:wahrscheinlich sind sie mit den von 
laValette St. George beschreibenen Cyto. 
mikrosomen der Hodenzellen (den Mi to-
chondrien Benda's) ideIitisch. 
従qて余の Mikrosomen と氏等の Mikro-
somenとは梢々解釈を具にするものありと言うベ
きであって，余の考えによれば Mikrosomen は
Mitochondriaと甚だ近似せる性質を示すものあ
り，形の大小のみにては区別をたて難きことあり両
者は梢々異なれる物質であると考える性質を示して
しる。斯かる見解に就きて森田(1931)は rMikr・0-
somenは細胞有糸分裂に際して achromatische 
Faden，の擬縮に依りて生成するものにして， Mito-
chondriaと甚だしく類似せるものなれども栴々異
れる性能あるものなり jと記載している。 
6) Mitochondria 
A) Spermatogoniumに於けるもの 
Spermatogoniumは常に細精管壁基底膜に接着
する類円形の小型細胞にして核もまた円形にして小
なるを常とす。斯カか、る語甑匝胞の Mitochondriaは小
する。然しながら該細胞中の Mi此王rosωomenに比すk
れば明らカか、にその形大なりh。
B) Spermatocyte (成長期〉に於けるもの 
1) Spermatogoniumはー乃至数次の分裂を経
てSpermatocyteと成る。斯くの如き Spermato-
cyteはその大きさ Spermatogoniumに比して大
なり。而して初期の Spermatocyteの核は， Sper~ 
motocyte自体の大きさに比して大型なるが故に
Mitochondriaは核のー側，特に細胞質の比較的多
き部分に小なる頼粒集団として偏在するを見ること
が多L、。然しながらこの小なる頼粒と離も Mito-
chondria は Mikrosomenに比すれば大型であ
る。斯くの如く Mik:r;osomen~こは Mitochondria
に目撃するが如き集団的性質もなく且つその形状も 
Va】moleを生ず。即ち輝ける明確なる境界を示 、。L著しく小型なれば両者は区別され得ることが多 
'-142- 千葉医学会雑誌 第 32巻 
2)次で Spermatocyteが漸次成長するに従い，
その形状も類円形を呈するに至り，純胞質の増量と 
共に是等の Mitochondriaの大きさ及び数も増加
を来し，弦に種々なる形状を呈する Mitochondria 
をも認むるに至る。即ち頼粒状，連鎖状，糸状，念
珠状，環状等多種多様の形状を示す。 
3)以下 Mitochondriaの種々なる形状態を記載
する。頼粒状 Mitochondriaは細胞質中に認めら
れるも核周辺部に密集し存在することが多い。斯か
る Mitochondriaに混在して Mikrosomenもま
た認められるも上述の如く Mitochondriaに比し
て小型にして，徴細頼粒状を呈して存在する。
Idiozomは頼粒状 Mitochondriaに取囲まれて認、
められ Idiozomの周辺部は濃染し内部淡染し内外
2部に区別されることが多く，その淡染部に Cen-
trosom 1伺存するを認める (Fig，2)。 
4)所謂連鎖状 MitochondriaもSpermatocyte
に於いては翼々認められるものにして各穎粒聞は明
瞭に連絡糸をもって連ねられてし、る。而して斯かる
連絡穎粒は少数なることあり，或は十数個も連り長
き紐状を呈することあり。一方上述の如き連鎖状 
Mi tochondriaの各頼粒は互に密接し存在すること
あり，斯かる場合には各額粒を連絡する連絡糸は短
かくして念珠の如き形を呈するに至り所謂念珠状 
Mitochondriaとして認められる。更には叉長き連
鎖状 Mitochondriaが互いに交錯纏絡するが如き
所見も認められる (Fig.3)。 
5)叉短き鉄亜鈴の如き形状の Mitochondriaも
認められ，斯かる際にはその両端には柏々腫脹せる
頼粒状の Mitochondriaが互いに 1個宛存在する
を認める (Fig.4)。 
6)一方 Mitochondriaが或る物は細く，或る物
は太く且つ長短区々なる糸状を呈して核の周囲に存 
することがある。即ち短き細き糸状を呈するもの， 
一方長き太き糸状を呈するものも存するが，他方短 
く肥厚せる短揮状を呈するものあり，而して肥厚せ
る短樗状 Mitochondriaの一端が明らかに Mikro-
somen連絡糸により Mikrosomenと連絡する所
見もありたるは注目に値す (Fig.5)0 
.7)更に叉連鎖状 Mitochondriaが屈曲してV字 
型， U字型を呈するを認める。或は連鎖状 Mito-
chondriaが屈曲して輪状となりて環状 Mitochon-
driaの形態を取るものあり。斯かる所見に際して
は一見 Idiozom周辺部に頼粒附着したる像との鑑 
別ーに困難をきたすことあるも Idiozomは多くは内 
外 2部に区別され一方環状 Mitochondriaは Idio-
zomに比して小型なればこの点により両者は区別
され得る (Fig.6)。
8) Mikrosomen連絡糸が Mitochondria性を
帯び、たる様相を呈して両者の移行型を思わしむる短
き連鎖状 Mitochondriaを認めることあり，或は
上述 Vakuolemit Kornの状態を呈し Mikro-
somen周囲に明瞭なる Haloを発生して Mito-
chondriaに混在するものあるを認める。 
9)然しながら余は渡辺(1936)が鈴虫の精細胞
に於いて空胞状 Mitochondriaを記載し，叉 
Gatenby (1919)が Pulmonatesの精細胞に於い 
て“hollowsphere"の形で Mitochondriaが存
在する云々と述べている所見は余の場合認めること 
が出来なかった 
Gatenby (1919) 
The mitochondria were undoubtedly in form 
of hollow spheres，and there is little doubt 
the mitochondrial element of the Pulmona-
tes consists of two part - an. inner，less 
colourable core，and a cortical layer of 
chromophi1matter，-
10) Mitochondriaが Idiozomの周囲に回議し
存する所見に就いては既に Gressonand Zlotnik 
(1945)も是れを認めている。 
Gresson and Zlotnik (1945) 
It is c1ear，therefore，that in the early 
primary spermatocyte the mitochondria 
surround th.egolgi substance and archo-
plasm. 
上述せる知く Mitochondriaは Idiozomを囲
鶴するが如き性質を示す場合も多いが時には全く無
関係に細胞質内に存在することもある。
C) Spermatocyte (分裂期〉に於けるもの
1) Spermatocyteは成長期を経たる後に成熟分
裂を開始する。
2)即ち Spermatocyte分裂期中 Prophaseの 
時期に於いても頼粒状，糸状，連鎖状，念珠状等の
Mitochondriaを認め得る。この時頼粒状 Mlto-
chondriaは Idiozom の周辺部を回議する所見あ
り。 Idiozomの周囲には長き連鎖状 Mitochondria 
を認める。但し Idiozomより全く距れたる細胞質 
周辺部にも穎粒状 Mitocllondriaの他に糸状Mito-
chondria，念珠状 Mitocho百dr均等もまた認める。
3)有糸分裂が Metaphaseに至りて核膜消失し
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去る頃に及びては細胞内特に周辺部に頼粒状 Mito-
chondriaを認めると共に細胞質中に多数の Mikro-
somen散在するを認める (Fig8)。
4)更に分裂が進みて Anaphaseに至れば両方
の染色体団の聞には新たらしき achromatische 
Faden発現し連絡するを認める。是れ即ち Ver-
bindungsfadenなり。斯かる時期に於し、て頼粒状
Mitochondriaの少数は此の連絡糸(叉は紡錘糸〉
の附近に認めたり。時には一極に集銭することある
も然らざることもありて一定せず，染色体の如く両
極に平等に配分移行するが如き状態は認められな
い。 Meves(1900)，Gresson and Zlotnik (1945) 
等の記載の如き， Mitochondriaは Mitoseに際
して等分に娘細胞に移行配分されると言う所謂
Chondriokinese説に一致すること能わざる所であ
る。吏に叉斯かる頼粒状 Mitochondriaは Mitose
全時期を通じて認め得.たるもその数漸次少数となる
ものの如く，換言すれば Mitochondriaは斯かる
Mitose聞に消失し去るものもありと想われる。斯
かる Mitochondriaの消失に関しては森田(1931)一 
もこれを認め rMitoseに際しては母細胞の Mito-
chondr旬の少くとも一部は消失するものと想われ 
に於いて結節状に肥厚せる頼粒即ち Mikrosomen 
と忠われる頼粒が多数出現し並列するのを認める。 
これ即ち Flemmingの“Zwischenkorper" v;こ 
一致するものと思われ，是れ叉 achromatische
Fadenの凝縮による現象なること明白にして所謂 
“Zellplatte"とは斯くの如き“Zwischenkorper'， 
が互いに合着融合することにより生成されるものと 
思われる (Fig.10)0 Mikrosomenが合着融合す
ること及び赤道板に一致する剖河立に発生する所4見に
関しては叉森田(1931)は「余の信んずる所に依れ
ば，小なる Mikrosomenは互いに合着，融合して
大なる Mikrosomenとなることあり。叉隣接せる
細き achromatischeFaden合着融合して太きも
のを生ずることありと思わるJと述ベ更に叉「何故 
に了度 Aequatorに当る所に並列せる結節を生ず
るものなるかは解釈に苦しむ所なり jと記載し，更
に渡辺(1936)，柿木(1941)も叉同様なる見解を示
し， Zellplatteの生成に就き余の見解と恰一致する 
所見を述ぶる所ありたり。
7)文献に徴するに Mitochondriaが Mitoseに
際し等量に各娘細胞内に分配移行すると言う所謂 
Chondriokinese説は Meves (1900)，Duesberg 
るJと余の所見にー致せる見解を述べてしる。(1907)近くは Gressonand ZIotnik (1945)等によ 
5) Mitoseが更に進み Anaphaseに至りて娘
核が形成されんとする頃には著しき密化が凡ての
achromatische Faden v;こ生ずる，特に Verbin・ 
dungsfaden上に薯明に認められる。是れ即ち森田 
(1931)の所謂凝縮現象である。即ち始めは細き
achromatische Faden上に今迄認め得ざりし結節
状の頼粒が少数新たに発生して存するに至る。この
頼粒は森田の所謂 rachromatische Fadenの凝縮
現象」によりて新生したる頼粒即ち所謂 Mikro・ 
somenに他ならない。何故ならば斯くの如き achr-
omatische Fadenそのものが新生したるものに他
ならないからである。然しながら Mikrosomenの
中には母細胞よりその偉娘細胞に移行するものも少
なからず存するものと考えられる。一方叉斯かる 
Anaphaseの時期に於いて Verbindungsfaden上
に Mikrosomenより柏々大型なる不整結節状の頼
粒出現するを認める。斯かる穎粒は Mitochondria
染色により明瞭に呈示し得る所より考えれば斯くの
知くして Mitochondriaも新生するものに非ずや
と推測さるるものである CFig.9)。 
6) Mitoseの Anaphase及び Telophaseに於
いて Verbindungsfadenの赤道板に一致する部位 
り主張されている所であるが}最近に於し、ても余と
同己晴乳動物たる豚に於いて研究せる Gresson 
and Zlotnik (1945)も亦 Mitochondiraは分裂 
Anaphase及び次の時期に於て細胞質中に拡散さ 
れるも細胞周辺部には少し、。斯かる Mitochondria 
の分布のため各娘細胞は大体等量に移行配分を受け
ると述べている。
Gresson and ZIotnik (1945) 
Later，the mitochondria spread out through 
the cytoplasm，and during the prophase and 
subsequent stages of division are scattered 
through the cell，but are less numerous at 
the peripheri eIsewhere. Owing to their 
distribution they are transmitted in appro-
ximately equal numbers to the daughter 
cel1s. 
両氏の Mitochondriaの分布に就いての見解は
細胞周辺部に Mitochondriaが少いと言うのみに
て甚だ暖昧なる所あるも余の所見よりすれば上述の
如く Mitochondriaの細胞質内に於ける分布位置
的関係は特定の形式を示さざるものなり。 
8)ここに注目すべきは Gatenby (1917)の記載
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なり。彼の考えは所謂 Chondriokinese説を主張
する Meves (1900)，Duesberg(1907)，Sokolov 
(1926)等に対し明確なる反論を加えたると共に余 
の見解に一致する所あればなり。即ち氏は Meves 
のMitochondria分裂現象及び、 Mitochondriaを 
f細胞質の染色体jなりと倣す説には確証なく成熟 
分裂間の Mito，chondriaの分裂現象は正確には示 
すことは出来なし、。叉 Mitochondria頼粒は娘細
胞の一一方に悉く移行し得る ζ とありとし， Mito-
chondriaが細胞質の遺伝性質を運ぶとなす Meves
の結論に対しては想像でなく確証を必要とすると反
駁している。 
Gatenby (1917) 
1 have at present very little evidence to 
o妊erconcerning the theories of division of 
rnitochondria，and to whether they are 
the “chrornosornes of the cytoplasma，"as 
Meves would say; but 1 feel sure that no 
division of the mitochondrial body in the 
maturation divisions can be demonstrated 
with any degree of certainty. The view I 
take is that the mitochondrial granules are 
not divided individual1y into parts，but 
are distributed whole to one or the other' 
daughter cell. 1 have already shown that 
abnormalities may occur，and that one cell 
may get more than its share of the mito~ 
chondrial mass，but for Meves's conclusion 
that the mitochondria carry the hereditary 
characteres of the cytoplasm we need evi-
dence and not supposition. 
9)斯かる余の見解に対し森田(1931)もfMito・ 
chondriaが Permanentorganなりとの説，即ち 
Mitoseの際に消失することなく娘細胞に移行すと
言う説にも疑義あり Jと述べ更に渡辺(1936)も亦 
Mitochondriaの著明なる減少過程に就き「何とな 
れば Mitochondriaが Mitoseの中期以前に於い
て既に其の一部分は Vakuole状となりて消失しつ 
つあること jと述べ Mitochondriaの消失に対し 
実証し， 更に叉「及び娘細胞の細胞質自体同量に分ι
離さるるものとも考えられざればなり Jと記載し 
Chondriokinese説に反論し余の見解と一致する所
ありたり。
10)一方頼粒状 Mitochondriaが Mitose全時
期を通じて存することありと考うる余の自家所見に
対し Gressonand Zlotnik (1945)も同様の見解
を述べている。 
Gresson and Zlotnik (1945) 
They (granular mitochondria) remain sca-
ttered throughout a11 stages of the second 
spermatocytes. 
11) Sperrnatocyteに於ける Mitochondriaの
形態に関しては従来より多撞多様なる記載ありてー
致せざるも，余は謹々なる Mitochondriaの形態、 
の原基はーに余等の， Mikrosornen に在りと考え
る。余の見解を述ぶれば次の如くである。
12) Mikrosomen頼粒は所謂難梁牲の Mikro・ 
somen連絡糸により互に連絡されている。而して
この Mikrosomenの周囲に Mitochondria物質
が附着するものと観察される。斯くの如くして 
Mikrosomenより形大なる頼粒状 Mitochondia
が形成されるものであり，頼粒状 Mitochondria
の連絡癒合することによりて糸状，拝状、Mitochon-
driaを発生するものである。 achromatischeFa・ 
denの擬縮に際して頼粒状 Mikrosomenが発生す
ることは前述せる所なるが Fig.9より考えるに斯
かる凝縮現象に際しては Mitochondria物質の発
生によりて Mitochondriaを新生することが考え
られる。所謂連鎖状 Mitochondriaはー連の Mikr-
osomen連絡糸上に Mikrosornen頼粒の周囲に多
量の Mitochondria物質を得たる際に認められる
ものにして斯かる際に各 Mitochondria頼粒を連
絡する連絡糸も認められ念珠状を呈するものであ
る。この際 Mitochondria物質は単に Mikr・0-
sornen頼粒のみに附着するものには非ずして所謂 
Mikrosornen連絡糸の周囲をも包みて附着するも
のと思われる。斯かる際の Mikrosomen連絡糸は
従来よりの achrornatischの性質より愛んじて今
や Mitoch ondria染色性を有するに至り肥厚し来
ること勿論である。 Fig.7は Mikrosomen頼粒十三 
Mitochondria物質附請し Mitochondria頼粒と
して認められ，一方 Mikrosomen連絡糸には
Mitochondria物質未だ充分附着せず所謂連鎖状
Mitochondriaへの移行型と目さるるものなりと思
われる。斯くの如く Mitochndria物質が Mikro-
sornen頼粒のみならず Mikrosomen連絡糸にも 
同様附着することあるは Mikrosornen穎粒がその
発生的根源、を achromatischeFadenの獄縮によ 
るものとして説明理解されるものである。而して両
者は甚だ近似せる性質を具有?ることをも物語るも
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のと考える。更に叉 Fig.3 ~.こ見るが如く連鎖状 
Mitochondriaの交錯纏絡するが如き所見は細胞質 
中に不整網限状に存在したる Mikrosomen穎粒及
び Mikrosomen連絡糸が共に Mitochotidria物
質を獲得附着せしめて発生したる像なることは明白 
にして連鎖状 Mitochondriaの発生原基が Mikro・
somenにあるを如実に物語る所見であると考える。
而して Mitochondria性附着物質の多寡は或は太 
<，或は細き糸状を呈する Mitochondriaを生ず 
るものと思われる。
13)ここに注意すべきは余が既に或は Mito-
chondriaと称L，或は Mitochondria物質と記載
したる点にしてこれが相異に関しては森田，(1939)
は次の如く解明してレる。
森田(1939)
ここに注意すべきは所謂 MitochondriaとMito-
chondria物質とは区別して考えらるべきものな
りと思わる。所謂 Mitochondriaとは Mito-
chondria物質が Cytoplasma自bril1enの周りに
附着してこれを包覆せる状態を指すものにして，
従って Mitochondriaは Mikrosomenをその
内部に含有せり。 されば Mitochondria物質の
附着せざる Fibrillenは Cytoplasmafibrillen 
にして Mitochondriaには非ず。叉 Mitochon-
driaを作らざる Mitochondria物質は集りて塊
状をなすことあり ・…..Mitochondria集合塊0
は MitocIlOndria物質集合塊とはその意義を異
にするものなり。 
而して上記森田の記載は余の Mitochondriaの
各種形状の生成機転に大いに示唆する所あると共に
夫等 Mitochondriaの原基が Mikrosomen頼粒 
及び Mikrosomen連絡糸にあるを実証じたるもの
にして余の見解と一致する所である。 
14)一方以上の如き Mitochondriaの各形状を
これを既往の文献に徴するに既に Rubaschkin
(1910)は晴乳動物胎児の細胞に於て Mitochon-
driaの基本型は頼粒状なりとし，その穎粒状より
連鎖状及び糸状の形状に~化すると記載してしる。 
Rubaschkin (1910) 
Die pdmitive Form der Chondriosomen， 
wekhe den undi旺erenzierteneigen ist，ist 
die Kornige. Der Di旺erenziεrllngsprozess 
aussert sich in Veranderungen der kornigen 
primitivei1Chondriosomen，welche sich in 
. kettenfδrmige und fadenfδrmige Arten ver・ 
wandeln. 
15)更に叉， Rubaschkin同様に頼粒型をもって
基本型なりと考える者に Kuschakewitsch (1921) 
あり，氏は Cerithriumを用いての研究の結果，
Mitochondria頼粒が集合して揖棒状を呈する傾向
を示し，叉或る場合には大なる球体が不規則に列を 
なして並び一部は連絡することありと述ぺ，穎粒状
Mitochondriaが離合することにより樟状或は糸状
Mi tochondriaが形成されるものならんと記載して
いる。 
Kuschakewitsch (1921) 
Bald treffen wir Ansammlungen von Korn-
chen，welche die Neigung aufweisen，zu 
keulenformigen Gebilden zu werden，•bald 
sehen die Plastosomen wie kurze，dicke 
Stabchen，bald wie dickere Plastoknoten 
aus. 1n andere Fallen haben wir einen 
. dunnen，kornigen Faden，zu einem lockeren 
Knauel zusammengelegt，vor uns，oder 
wieder grossere Kugelchen，die regellos 
angehauft bzw. reihenweisse geordet und 
dabei tei1weise verbunden sein konnen. 
然るに上述記載より考察するに余は，氏の
Mitochondria穎粒が一部連絡することありと見倣 
す所見こそ余の Mikrosomen頼粒及び Mikro-
somen連絡糸に Mitochondria物質附着したる像
を認めたるものと解し，斯かる形状が Mitochon-
dria物質附着の多少及びその融合状態如何により
て氏の栂棒状，糸状等に姿形して行くものと考える
ものである。
16) Gatenby (1917)は糸状叉は頼粒状の何れが
真の Mitochondriaの基本形なるかを Lepido-
pteraで論んじ， Mitochondriaは固有の固定に 
ては頼粒状を呈するも翼々連鎖状を呈する傾向にあ
り，酷酸含有液によりて生ずる粗雑なる固定及び不 
適当なる薬液によって連鎖は結合すると述べてい 
る。
Gatellby (1917) 
We 110Wcome to the quest-ion as to whether 
the filament or the granule is the true form 
of the mitochondrial body. My study of 
Lepidoptera causes me to believe that with 
proper fixation the mitochondria w il1be 
found to be in the form of grains，but that 
thegrains often tend to be lie in chains， 
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as Hennegy shows (" Les Insectes" P 661)， 
and that brutal fixation produced by acetic 
acid，or by other unsuitable media causes 
the whole chains to coalesce. Even Champy 
and Flemming free from acetk often causes 
distortibn，if not properly disluted to suit 
the material used. 
然しながら上述氏の記載と対比するに，余の場合
Nemec液， Regaud液等に於いて酷酸を含有せし
めざりし固定液使用によりて穎粒状，連鎖状，糸状
等の Mitochondriaを認、めたる事実を如何に氏は 
説明せんとするか，叉氏の見解の如く酷酸含有固定
液にて多くは頼粒が結合する傾向にありと述べる
も，然らば Ciaccio液の如ぐ酷酸含有固定液にて
余は Mikrosomen穎粒を明らかに認めたるも，斯
かる Mikrosomen頼粒の結合せる所見を認め得ざ
りしは氏の見解と一致する所なく同意し得ざる所で
ある。従って Mitochondriaの各形状は必ずしも
氏の記載の如くその固定液如何によってのみ左右せ 
られて惹起するものには非ず，且つ叉 Mitochon-
driaの基本型が糸状なるか又は頼粒状なるかに就
いての論及も余の Mitochondriaの発生機転より
考察すればそれらは共に Mitochondria物質の附
着状態の多少を示すものに過ぎざるものと考えら
れ， .Mitochondriaの形態の原基云々なるものはー 
に前述せる如く Mikrosomen及び Mikrosomen
連絡糸にありと考えることによりて解決出来るもの
であると思われる。
第 2項 Idiozom 
1) Idiozomとは Fr.Meves ~こより既に(1 897) 
記載された細胞原形質内ー構成要素である。彼れの
記載によれば多くの動物の Spermatogonium，
Spermatocyten に於し、て Centralkorperを取囲
んで存在するのが認められると述べている様に 
Spermatbcyte及び Spermatid~，こ於いては Idio­
zomは常に認められる。然しながら余の実験によ
ると Spermatogoniumにては必ずしも Idiozom
の存在は一定せず，存在せざる場合も多きものの様
である。 
Meves (1897) 
Mit der Name Idioiom habe ich (Meves) 
die kompakte Hulle bezeichnet，vQn wel・ 
cher die Centralkorper in den ruhenden 
Spermatogonien und Spermatocyten vielen 
Tiere umgeben sind. 
2)蓋し余はハムスターに於いて Ciaccio固定液
を主とした固定により標本を作成し鉄へマトキシリ
シ染色を行った。斯かる標本にありでは Idiozom
は細胞核のー側に周囲の細胞原形質より精暗色に染
り存在するを常とする。 Idiozomは周辺部は濃染
するが内部は柏、々非染色)I~主淡明に見ゆる物質より成 
る。但し時としては Idiozom全体が淡染され僅か
にその周辺部のみが梢々濃染し輪状を呈するものも 
認められる。而して Idiozomの内部には稲々大型
なる穎粒が 1個存するを発見し得る場合が多い。叉
Spermatogoniumに於いて Idiozomが存在する
場合の際にもその大きさは Spermatocyte内に於
けるものの場合に比すると一般に小型なるを常とす
る。即ち Idiozomは翻胞の謹類の異なるに従い出
現度も叉その大きさも犬小あるものである。而して
他方 Spermatogoniumに於ける Mitochondria
及び Golgi装置を観察するに Mitbchondriaは頼
粒状を呈して細胞質中に散在するも， Golgi装置は
Mitochondriaに比較すると梢々強き集団性を有す
るものの様で核の周囲を取囲んで存在するのが認め 
られる。然しながら Mitochondria及び Golgi装
置は何れも Idiozomに比すべくもなく小型であっ
て，叉染色性も異にす7るから是等は夫々異った物質
より成るものであると考えられる。
3) Spermatogonium内の Idiozomに就いては
文献に徴するに Papanikolaou & Stockard(1918) 
怯海摂に於ける観察の結論として， Spermatogo・
nium内の Idiozomは一定した構造を示さず，そ
の形状，外観も種々であると倣し， 叉 Lenhossek 
(1898)も Idiozomは Spermatogoniumの早期
のものにのみ認め得ることあるら一存在しない場合
もありと述べ，余の得たる所見に一致したるが知き 
見解を述べている。 
Papanikolaou & Stockard (1918) 
The idiosome in the spermatogonia is not 
a fixed structure，but shows great varia-
bi1ity in form and appearance. Lenhossek 
found the idiosome appearing of the :first 
time in spermatogonia，in some of w hich 
it may sti1be abscent，which in others 
only its early begginning can be seen." 
4)一方 Gressonand Zlotnik (1945)は豚の 
Spermatogoniaに於いて Golgi物質は核の一極
に存し，銀及びオスミウム酸標本では共に Golgi物
質は archoplasmを密に取囲む個々の要素より成
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るど述べている。 
Gresson and Zlotnik (1945) 
The Golgi material of the resting sperma-
togonia is localised at one pole of the nuc・ 
leus. Examination of both silver and osmic 
preparations indicates that it is made up of 
individual elements which closely surround 
the archoplasm. 
然るに余の所見をもってすれば上述の如く Sper-
matogoniaに於いては銀及びオスミウム酸標本の
何れをもってしでも Golgi装置が Idiozomを取
囲むが如き所見は認められなかったのであって，単
に Golgi装置が時に集団性を皇して Idiozomとは
別個に核を取囲んで存在する性質のあるのが認めら
れた。 
5) 次に Spermato~yte の成長期に於ける Idio-
zomに就き記載する。 Spermatocyte内の Idio-
zomは核のー側に 1個存在するのが通常であるが，
時としては 2個存在することもあり。その形態も楕
円形，円形，半月形等を呈して一定しない。而して
Idiozomの大きさも多様にして大小あり，更V乙叉 
Idiozomの内部に頼粒存することある一方，認め
得ない場合も存する。 
6)上述 Idiozomの各形態を更に詳細に観察すれ
ば Idiozomに内外 2層ありて周辺部濃染し内部は
淡染Lて認められることが多い (Fig.11)。而して
濃染せる周辺部の幅径は一定したるものではな〈或
る場合には肥厚し，叉時には非薄に染色されること
あるも何れも内外 2層に区別される。一方 Idiozom 
全体が均一に染色され塊状の一物体と Lて認められ 
内外 2層を区別し得ざることあり。叉稀に Idiozom
の殆んど全体が濃染されるも，その中心部の極めて
少部分のみが僅かに淡染される所見もあり，斯かる
際には外層濃染部分の界積は犬なるも，前述せる如
く内外 2層を区別し得る場合の多〈は，その内層淡
染部分の容積が大なるのが通例である。更に叉
Idiozomの濃染せる周辺部が断続的に，淡染せる内
部を囲緯するを稀に認める一方 Spermatocyteに 
於いて前述せる如く 2個の Idiozomありて一方が
大型で，他方が小型に止ることを認め，大型なる
Idiozom内に比較的大なる穎粒が 1個存在するが
如き場合を認めたり。叉 Spermatidに於けるもの
にありては周辺部梢々濃染L，内部は非染色性tこ淡
染す石 Idiozom2伺存在するを認め， その H周の
Idoizom内の頼粒が明瞭なる量の中心に存する所
謂 Vakuolemit Kornの状態を呈L，他の 1個の 
Idiozom内に単に 2個の頼粒の並存するを認める
ことあり。 
7)上述の如き Idiozomの種々相を周囲の細胞
質内要素，即ち Mikrosomen，Mitochondria， 
chromatoider Nebenkorper等との関係を，夫々 
Ciaccio液， Regaud液固定後鉄ヘマトキシリン染
色標本に於レて比較観察すれば，先ず Idiozom内
の比較的大なる穎粒と Idiozom周囲の Mikroso-
menとが細糸により連絡せらるるを発見す。即ち
所謂 Mikrosomen連絡糸により明らかに連絡する
所見あり，叉 Idiozomと Mitochondria穎粒と
が糸状物により連絡することあるを認め得る場合あ
るも，斯かる際の連絡糸は Mikrosomen連絡糸に
比して肥厚増大し Mitochondria染色性を有する
糸によるものの様である。更に叉多数の Mikroso-
men穎粒が.Idiozom周辺部に附着これを囲麓す 
る所見あり，且つこの Mikrosomen頼粒が周囲の
純胞質内の Mikrosomen頼粒と Mikrosomen連
絡糸により連絡するを発見することあり，叉他方 
Idiozom周辺部に Mikrosomenより大型なる頼
粒が Mitochondria検出法後鉄ヘマトキシリシ染
色にて認められ附着囲鶴する所見あり，更に叉同様 
なる標本にて Idiozom周辺部が濃染肥厚して棒状
を呈するを認める。一方 Idiozomの傍らに鉄ヘマ
トキシリヅ染色にて濃紺色に染色される大型穎粒，
即ち chromatoiderNebenkorperの存在するを
認むる場合もあり。以上の如き所見より考案すれば
Mikrosomen， Mitochondria， chromatoider 
N ebenkorperと Idiozom諸要素間には何等か近
親的素因関連性が存するものならんかと想像せられ
る。
の更に叉 Idiozom内部に比較的大型なる額粒 1
傾存じ，その頼粒を中心として明らかに畳状物が形
成されたる所見あり，これは前述せる如く森田の所
謂 Vakuolemit Kornに近似せる状態かと想われ 
る。前斯かる Vokuole mit Kornの状態は時に
Idiozom外細胞質内に存する独立願粒に於いても
時として観察し得るものなり。
の森田が考案せる所謂森田タシニシ酸鍍銀法を 
用いて認められる Idiozomの構造は叉特徴ある所
見を呈する。即ち余の場合 Ciaccio液を前固定液
とし後四定液には Regaud液， Nemec液等を用い
た二重回定後長期間 Nachchromierungを施行し， 
その後タンニン酸鍍銀法を施行した。斯かる標本に
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於L、ては原形質は赤紫色に染色され，核は紫褐色を
呈するものであり， Idiozomはこの際円形，楕円
形，半月形等を呈して黒褐色の周辺と，原形質より
和、強く寧ろ核に類似せる紫褐色の内容部分とを常に
示すものなることが認められる。而してその内部に 
は銀染性の褐色の比較的大型なる頼粒 1個存するを
認むることが多い CFig.12)。更に叉褐色に染りた
る Mikrosomen頼粒が Idiozom周辺を囲鶴する
所見及び Mikrosomenより大型なる Mitochon-
driaの如き頼粒が附着回議する所見を，鉄ヘマトキ
シリシ染色に於ける場合よりも更に適確に認め得る 
CFig. 13. 14)。
10)一方オスミウム酸にて処理せる Weigl標木
にありては通常円形，楕円形叉は半月形を呈する
Idiozomがオスミウム酸にて周辺部肥厚黒染し，揮
状を呈して囲緯する所謂 Osmiophi1の Golgi装 
置反応を呈するも，その吏らに内部には染色程度軽
度なる所謂 Osmiophobの部分存する。而してそ 
の Osmiophob内には濃染する黒色の比較的大型
なる頼粒 1個また存するを認め得ることあり，一方
Idiozom周辺に Mikrosomen穎粒より大型なる
Osmiophi1の穎粒が囲繰附着する所見あり， Osmi-
ophobの内部に叉黒染する頼粒 1個存するを認め
る。 
11)更に Golgi装置検出法としての Golgi亜枇
酸法， Da Fano法， Ramon y Cajal法によりた
る鍍銀標本に於ても Idiozomを認め得る。斯かる
標本に於ける Idiozomは叉円形， '惰円形，半月形を
呈して周辺部濃染し，内司¥淡染する所謂 Argento・ 
phil或は Argentophobの2層を認め得るも両者
の境界は必ずしも明確ではなし、。而してまた Ar-
gentophobの内部には銀染する、比較的大型なる頼
粒 1個存するを認める。更に Idiozom周辺の濃染
せる所謂 Argentophilの部分には Golgi装置反
応を呈する頼粒が共に附着し Idiozom脅囲緯する
所見に接する。斯かる鍍銀1栗本に於し、て細胞質内に
は上述の如き形状を呈する Idiozomの他に銀染す
る大小種々の穎粒状を呈する Golgi装置を認める。
一般に Spermatocyteに於け:る Golgi装置は上
述の如く穎粒状を呈して核を囲みて存在するも，
Idiozom周囲に集積して存することが多し、。叉稀
には連鎖状を呈する Golgi装置を認め得，斯かる 
Golgi装置は Mikrosomenと所謂 Mikrosomen
連絡糸によりて連絡する所見を認め得た。斯くの如
き所見より考案するに斯かる連鎖状を呈する Golgi 
装置は， achromatische Fadenの凝縮により生じ
たる余等の Mikrosomenが漸次その性質を愛ん
じて Golgi装置に移行愛化したるものであると思
われる。何故ならば Mikrosomenも亦 Argento・
phi1， Osmiophilの性質を有するものであって，両
者は形の大小と言う点以外は一般に甚だ近似せる性
質を有するものであり， Golgi装置と Mikrosomen
との区別判定困難をきたすこと砂なからず，上述所
見の如き移行型も時として存するものなることが窺 
知せられる。
12)斯くの如き見解に対し森田(1931)も「余の 
見解をもってすれば Golgi装置は次の如くして発 
生するものなれ即ち achromatischeF五denが
療縮するの際に先ず多くの Mikrosomを発生す。 
この Mikrosom の中或る物はその性質を~じ
Golgi反応を呈する様になり，且つ互に融合して増
大すこれ即ち Diktiosomなり， Golgi装置物質は
achromatische Fadenより新生せる Mikrosom
と非常に密接なる関係あるものなれども，必ずしも
斯の如き新しき Mikrosomが愛化したるものなり 
とはかぎらずして， Mitoseを経過せる Mikrosom， 
叉同様の Mitochondria内にある Mikrosom様 
頼粒も Golgi装置物質に菱化しその成生に参与す
るものなりと思わる。市して斯の如き diktiosom
は三々伍々，互に融合し大となり，其の時発生せる 
Idiozomの周囲に集合し，遂にこれと融着するに至
るものなり Jと述べ余の Golgi装置発生に対する
見解に一致する所あり。 
13)上述各自家所見よりして Idiozom周辺部に
附着する物質の本態を究明せんとす。即ち Idiozom
周辺部には微細なる頼粒よりなる基礎構造物ありて
内部の明野物質を囲榛する所見あり，叉斯かる 
Idiosom外部の穎粒は Mikrosomenなることは
森田タンニン酸鍍銀法によりて適確に認められたる
こと前述の如くである。斯かる Mikrosomen頼粒
に Mitochondria染色法によりても，更に叉 Golgi
装置検出法によりても夫々認められる物質が囲鶴し
存在する所見あるは既述せる如くである。弦に於い
て想起すべきは森田(1934)の記載せる所謂 G.M.
体の着想である。 
森田(1934)
Mitochondria及び Golgi装置なるものが細胞
内に於いて各々別個の対立せる存在を示すものな
ることは普通の意味に於いては疑う余地なし。即
ち斯の如き Mitochondriaとは所謂 Mitochon-
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. dria染色によりて染まるものを指し Golgi装置
とは Golgi装置検出法を用うることによりて始
めて現わるる物質を称し，両者は混同せらるるこ
となきが如しと離も，実際に当りて考うる時は両
者の区別必ずしも常に簡単には非ざるなり。両者 
が全く互に jndependentに対立するが如き演者
の所謂理想型(Ideal Form)とも称すべき状態 
に似たる有様に在ること多けれども，時として或 
程度まで両者の共通類似せる性質を具備しその 
類別に困難を感ずるが如き演者の混合型l(Gemis-
chte Form)と名づくるが如き物質が中聞に存在
することをも認め得るものなり。
上述の記載より考うるに Golgi装置物質と Mito-
chondria物質との同物質に共通せる性質を有する 
ことある両者の中間型の物質が存在することは明瞭
にして，斯かる混合型の物質に対し G.M.体と命
名したるものであり，之により考案するに余の 
Idiozom周辺部に附着囲榛せる物質は上述の如き 
Golgi装置物質及び Mitochondria物質に共に類
似せる性質を具有するもの，換言すれば Haema-
toxynophi1のみならず Argentophil，Osmiophi1 
の性質をも有する，即ち森田の G.M.体に)致する
ものと考え，斯かる G.M.体の原基もまた余等の 
Mikrosomenにありと考える。 
14)上述 Idiozom周辺部に於ける物質の存否及
び夫が本態に関しては従来より幾多の見解ありて一
致せず。以下順次是等既往の文献を記載し後に一
括対照批判せんとす。 
15) Idiozomと Golgi装置との間に密接なる関 
係あることは既に Bowen (1922)が， Idiozomと 
Centriolとの聞に重要なる関係ありとなし Cent-
rothecaなる名称を使用したる Mevesの説は誤謬
なりとして，本質的に重要なるは IdiozomとGolgi 
装置との間の関係なりと記載したるをもってしても 
明瞭である。 
Bowen (1922) 
Itis c1ear frofIl Meves' Remarks in adop-
ting the term centrotheca，that he regarded 
the association of the idiosomic substance 
with the centrioles as the fact 'of primary 
importance -
Here，again，is a striking piece of evidence 
which tends to show that Meves' conception 
of the relation between idiosome and cen咽 
trioles is erroneus，and that the relation 
between Golgi apparatus and idiosome is 
the essential thing. 
16)斯かる IdiozomとGolgi装置との間の関係
即ち Idiozomに Golgi装置が附請して存在するこ
とに就いては既に Bowen(1922)，W i1son (1925)， 
近くは Gressonand Zlotnik (1945)，Leblond and 
Clermont (1952)等あり。 これを例えば Bowen
(1922)は研究せる種々なる動物の皐丸の Sperma-
tocyteに於いて Idiozomの周到に鉄ヘマトキシリ
シ梨色にて明らかに染色される小さな三日丹型の揮 
状物 (rods)が多数密に存在すると述べ，斯かる揮
状物は従来 Archoplasmaschleifen，Centralkap-
sel，Pseudochromosomen，formazioni periidio・ 
zomische，Nebenkern等と呼称されたるものに
して Golgi装置を示すものなりと記載し Idiozom
周辺部の物質の存在を認め解明してしる。
Bowen (1922) 
In a spermatocyte (stained with Fe-hema-
toxylin) from such a preparation，the idio-
some its"elf appeares much as before，but 
c10sely applied to its peripheri appear a 
number of small，crescentic rods with stain 
very sharply. These rods have of course 
long been known under a great variety of 
names (Archoplasmaschleifen，Centralkap-
sel，Pseudochromosomen，formazioni peri-
idiozomische，Nebenkern，etc)，一 They 
are，as Gatenby and others have recent1y 
shown，the representatives of the Golgi 
apparatus in the spermatocyte. 
17)最近に於ても Gressonand Zlotnik (1945) 
が豚の Spermatocyteに於‘て Golgi bodiesは
archoplasmを取囲んで存すると述べてし、る。
Gresson and Zlo阻止(1945)
Sectionscut through the middle of the Golgi 
mass show clearly that. the Golgi bodies 
surround the archoplasm，which is faintly 
blackened in osmic preparations. 
更に叉 Leblondand Clermont (1955)も暗乳
動物の Spermatidに於いて Golgi相 (phase)な
る名称は，斯かる期間に Golgi帯 (zone)の一部
叉は全部を形成すると考えられる idiosomeによっ
て，特有なる役割が演んぜられるために使用せられ
たと述べ両者の密接なる関係を記載している。 
Leblond and Clermont (1955) 
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The naine “GoIgi phase" was used to des-
cribe the period during which the first 
three steps of spermiogenesis took place， 
because of the prominent role played by 
the idiosome -a structure genearal1y con-
sidered as making up part or all of the 
Golgi zone of the spematid. 
18)森田(1931)も上述の如き IdiozomとGolgi
装置との関係ある問題に夙に着目し ra) Platner 
(1889)の Helixの Nebenkernに於ける dicke 
Faden，b) Hermann(1891)の Proteusの Archo・ 
plasma ~こ於ける Fäden ， c) Lee (1896)の Helix
の“Substancehyaline" 内の頼粒， d) Heiderト 
hain (1900)の Proteusの Archiplasmaの周囲
の Stabchen，e) Prowazek (1901)の Helixの 
Nebenkern周囲の Stabchen，f)Kleinert(1909) 
の Helixの Idiozomの Rindenschichtの Stab-
chen， g) Reinke (1921)の Prosobranchiaの 
Idiozom周囲の Stabchen， h) v. Behrenberg 
Gossler (1912)の Huhnerembryoの Idiozom
を umfiechtenする Faden，i) Bowen (1922)の
昆虫類の Golgi-rodletsj等を列記し「比較発生学
的参考の資となさんJと記載している。
19)更に叉 Idiozom周囲に附着する物質の特殊
意義を認めたる者nこKuschakewitsch (1921)あ
体に対し formozioniPeriidiozomische と呼称
したる物の概念は氏の SpharosomEm(或し、は 
Spharotheca; Spharodictium)に完全にー致する
と述べている。 
Auch er (Terni)halt die unter den ver-
schiedesten Namen gelegentlich beschrie-
benen Gebi1det die an der Peripherie des 
Idiozoms liegen，fur homolog und scha旺t 
fur sie einen Begri査一 Periidiozomatische 
BHdungenー， der sich mit dem meinigen 
-Spharosomen (bzw. Spharotheca，Sphar・c・ 
dieti凹 n)vol1kommen deckt. - . 
上記各記載より夫々見れば Terni (1914)の 
formazioni Periidiozomische，Kuschakewitsch 
(1921) の Spharosomen叉は Sphar叫 heca， 
Spharodictium，Bowen (1922)の rods等は共に 
Idiozom周辺部に存在する Golgi装置に一致する
ことは明白である。 
21)一方上述の如き各記載に対し Idiozom周辺
部の物質の存在を否定する者に Regaud (1910)， 
Duesberg (1911)，竹屋(1922)等あり。就中，竹
屋は余の Idiozom~こ相当すべき物体を副核なる名
称をもってし各種固定液及び染色より詳細に検討 
したる結果，カハニナ及び嫡牛に於いて(1)r各副
核には内外 2部を区別し得ること j，(2) r各副核の
り，氏は 1913年の論文中に詳述せる如<，Centriol， 外部即ち周辺部は被膜状，半月状叉は湾曲せる揮 
Idiozom，Idiozomの周囲の揮状物叉は糸状物(氏
の所謂 Spharosomen)又は被膜物(所謂 Spharo-
theca)及び網状物(所謂 Sphar・odictium)の三者
より成る複合体に対し Statosphareなる名称を提
唱している。
Kuschakewitsch (1921) 
In meinner _ vorhergehenden Abhandlung 
(russisch 1912，deutsch 1913) habe ich ver-
sucht，zu zeigen，dass in vielen vor mir 
zusammengestellten Fal1en ein Komplex 
von dreierlei Bildungen zu beobachten war: 
einem Centriol，einem Idiozom und peri-
pheren Stabchen oder Faden (Spharoso・ 
men)，an deren Stelle eine Kapsel (Spharo-
theca) oder ein Netz (Spharodictium) auf-
treten kδnnen. Ich habe damals diesen 
Komplex mit dem Namen “Statosphare " 
belegt. 
20)次で叉 Terni (1914)が Idiozom周囲の物
状，粒状，網状を呈すること」あることを記載じ，
次で諸所見の本態に就き批判し(1)r周辺部は内部 
物質の擬縮に依って生じたるものなりや否やは不明
なれども，同定標本に於いては内部物質より染色強
きをもって多くの場合判然両者を区別し得Jと述べ 
内外 2層あるを確認し次で叉 (2)rIdiozom周辺
部の半月状及』び、樗状物はその染色法如何によりて認
められる Idiozom周辺部自体の各形状に過ぎざる
こと j，更に叉 (3) r粒状及び網状物は固定液により
生じたる不自然的産物Jなりと述べ， Idiozomには
内外 2層あるも， Idiozom周辺部の物体の存在を否
定し，斯かる物体は不自然的産物なるか又は柴色如
何によりて認められる Idiozom周辺部自体の同一
物なるものの各種形状に過ぎざるものなりと結論し
ている。 
22)更に叉 Regaud (1910)も Idiozomは時々
異なれる構造を伴って出現し，該構造は穎粒状，棒
状及び特にその周辺部に於いて濃染する不規則なる
小体を示すが，それは恐らく検出法如何によりて産
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成せられるものにして，斯かる小体が以前より存在 種奇なる諸説を記載するも，特に 1diozom周辺部
することは確実ではなレと述べている。 の物質を認めこのものを Golgi装置と同一物視せ 
Regaud (1910) る Bowen，Kuschakewitsch塁手との批判は後述す 
- ，l'idiozome apparait parfois avec une るも，一方斯かる 1diozom周辺部の物質の存在を 
structure heterogene;' iImontre des grains， 否定せる，竹屋， Regaud等の見解に対ult処lこ-
des batonettes，des corpuscules irreguliers 
plus intensement colorer surtout as司peri-
pherie; - mais rien u'est moins certains 
que la pr・eexistencede ces corpuscules，qui 
son peut・etre produits par le traitement 
auquel a ete soumise la preparations. -
23)然るに 1diozomに内外 2層ある所見は夙に
多くの動物の精細胞に於いて認められたる所にして
Lenhoss紘(1898)もモルモットに於て外層暗詐，
内層明部を区別し両者の境界は正確には判然とせず
愛化し得るも，明部内層は中心的なりと記載してい
る。
Lenhossek (1898) 
，ー das Sphare aus einer dunkler schattir-
ten ausseren und eine.rblasseren inneren 
Schichte besteht. Die Abgrenzung beider 
， Zonen . geg.eneinander ist freilich nicht 
immer gleich deutlich; auch scheint das 
Breitenver・haltniss zwischen ihnen etwas 
wechselnd zu sein. Ferner ist bemerken・
werth dass hellere 1nnenfeld etwas excen・
m.1:trisch liegen ka
余も 1diozomの種々相に於いて記載したる如く 
斯かる内外2層の所見を多く認め，特にその中心的
なる内層明部に於いて多くの場合 Centrosom或は 
Mikrosomenの存するを認めた。 
24)更に Niessing (1897)も亦 1diozomを濃
染せる Rindenschichtと淡染せる Markschicht
に区別し Rindenschichtに於いては Rindensubs-
tanzより明白に濃染する Kornerstratumが存す
ると述べている。 
Niessing (1897) 
一;neben delI}Kern liegt die Sph五re(glatt 
，~begrenzt)， in derselben ist eine dunkler 
gefarbt Rindenschicht u eine hel1ere Mark-
schicht vorhanden，一.1n der Rindenschi-
cht-und dies ist der springende punkt -
liegt ein schδnes，scharf und dunkler als die 
Rindensubstanz gefarbtes Kδrnerstratum. 
25)以上 1diozomと・Golgi装置との関係に就き
括批判せんとす。即ち竹屋は 1diozomを判然と内 
外 2.)習に区別し得ると述べたるも，余もまた斯かる 
所見に接したること多きは既述の如くである。然し 
ながら 1diozomが濃染せる塊状の一物体として認、 
められたる所見及び 1diozom全体が殆九ど均一に 
淡、挺されその周辺部のみ僅かに濃染するも内外 2層 
を区別し難き所見あるを氏は如何に説明するか。是 e
をもって直ちに氏の説の如く単にその染色の差異に 
のみ負わしむるは，形態学的に妥当ならずと言し、得
ベく，また氏は「内部物質は仮令同一固定及び染色
液を使用せし場合と離も染色の状況如何に依って
は，其の観を異にすることあり jと述べているもと 
れまた毎常染色法如何によりてのみ斯かる染色的差
異が生ずるとは余の理解し難き所である。何故なら 
ば余は 1diozomはその発生機転よりして是等は同 
質なるものにして，本質的に内外2層を区別し得る
ものには非ざるものなりと考える。斯かる故に余の 
所見の如き塊状を呈する 1diozom 'fJ:存することあ 
るは当然なり。然しながら種々なる形状及び架色態 
度を呈する 1diozomが認められるは，元来同質な 
りし 1diozomが二次的に斐牲を来すため民生ずる 
ものに非ずやと考える。斯かる見解に対しては既に
Lenhossekは前述せる如< 1diozomの内外2層
は判然としたものでなく，両者間の関係は菱化し得
るものであると述べているは余の見解を肯定するも
のにしてE確なるものと言うを得。従って内外2層
の形態学的及び染色性の差異は←両者が全然別個の物
質より成るものに非ずして，元来同質なりしものの 
1diozomが愛性を来せるために生じたるものと考
えるを至当とする。叉余の所見によれば 1diozom
周辺に存する物体は多くは頼粒状を呈し，一部揮状
を呈するを認める。然るに竹屋は斯かる Idiozom
周辺の頼粒は固定液による不自然的産物なりと見倣
すも，余は各種の固定，染色標本就中森田タンニシ
酸鍍銀法に於いては前述の如く的確に Mikroso-
menを認、めたれば氏の所論には同意するを得ず。
従って竹屋の Idiozomの外部及び内部なるものは
余の暗部及び明部とは必ずLも一致せざるものに非
ずやと考えるの一方 Niessing (1897)は既に 1dio-
zomを Rindenschicht及び Markschichtとに
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区別し， Kornerstratumは Rindensubstanzと somen mit dem Chondriom nichts zu tun 
は叉別物なりと明らかに記載している。従って斯か haben. 
る記載より見れば竹屋の外部は Niessing (1897) ここに再び Heidenhain(1900)は Benda-Meves
の Kornerstratum!"こ相当するものに非ずやと考 の Chondromiten及び氏の Proteusの Pseudo-
え，叉氏の内部なるものは余の暗部， Niessingの chromosomen と Hermann の理解する如き 
Rindenschich tに相当するものならんと恕われ 
るの従つで斯かる見解より見れば竹屋， Regaud等 
は Idiozom周辺の物質を固定法，染色法如何によ
る不自然的産物なりと述べるも両者は共に斯かる物 
質の存在を自認せるものに非ずやと考えるものであ
る。 
26)一方先に列記せ L Heidenhain (1900)， 
Kleinert (1909)，Reinke (1912)等は Idiozom
周辺の Stabchenの存在を認めたるも，この物を 
Mitochondriaなりと記載してし、る。これを例えば 
Heidenhain (1900)は Proteusでの研究の結果 
Idiozomの領域に認められる Korpernを二種類
に区別しーは chromosoma或は schleifenartige 
Fadenと，他は Kern或は spiremartigeKorper 
Proteusの Archoplasmaschleifenとは少くとも
Same:i1zellenに就いて言えば同質の構造としては
受取ること}は出来ないと述べてし、る。
Heidenhain (1900) 
Trotz dessen bin ich also geneigt，die 
Chondromiten von Benda-Meves，die hier 
abgebildeten Pseudochromosomen von Pro-
teus und die Archoplasmaschleifen von 
Proteus，wie sie Hermann versteht，als 
Bildungen ejusdem generis zu .nehmen 
wenigstens was die Samenzellen betrifft ;-. 
a 上述の如く Idiozom周辺部に存する物質の本態
に就いて同じ Proteusの研究の結果に於いてしで
，.Heidenhainも Hermannの両者間には見解の相
とに分類し共に Pseudochrornosomenと命名し 具ありて一致を見ない。 
Benda-Mevesの Chondromiten即ち Mitochon- 27)ここに於いて上述各記載を批判するに Idio-
drienの線状の配列としてあらわれるものに外なら zom周辺部に於ける物質の存否及びこれが本態に
なし、と述べている。 就き考察する時 Terni{1914)，Kuschakewitsch 
Heidenhain (1900) (1921)，Bowen (1922)等は Golgi装置なりと認 
1.chromosoma-oder schleifenartige Faden め，一方 Heidenhain (1900)，Kleinert (1909)， 
welche，wie rler erste Blick lehrt，im Proto- Reinke (1912)等は Mitochondriaなりと認め， 
plasma，ausserhalb des Territo:riums der 一方 Regaud (1910)，竹屋(1922)等は斯かる 
sphare liegen; 一 Diead I.genannten Idiozom周辺の物質の存在を認めずと異なれる見 
Bildungen kδnnen fuglich，wenn man per 解を示してし、る。余は Idiozom周辺の物質が多く 
exc1usionem schliesst，nicht anderes sein 穎粒状を呈して存在するを認めたるは上述の如きな 
als die “Chondriomiten" von Benda-Meves，り。ここに於いて想起すべきは前述せる如く森田 
welche aus einer linearen Zusammenreih- (1934)の所謂 G.M.体の存在である。上述各様の 
ung der Mitochondrien (specifischen Cyto- 記載の如きも，斯かる G.M.休の存在を当時既に認 
mikrosornen) hervorgehen. -， dass ich sie 識していれば，上記の如く紛説は存在せず且つ叉-
einstweilen - nur fir den Gebrauch diese 時に結論を得たるものと想われる。勿論森田(1931) 
Artikels-mit dem Namen Pseudochromo- も亦「叉ここに甚だまぎらはしきは Mitochondria 
somen belegen will; Die ad I genann- が時としては柏々~質的状態を想像さるる場合に於 
ten Kern oder spiremartigen Korper geherじ いて存在することにして，其の際には全く GoIgi装 
wie ich glaube，ebenfalls aus der Aneinan- 置と同様の性状を示すことあり Jと述べMitochor，:' 
derreihung der Mitochondrien hervor. driaと Golgi装置とが互いに移行することありて
然しながら叉，ー他方では前述 Kuschakewitsch その識別に困難を感ずることあるを記載している。
は氏の Spharosomenは Mitochondriaとは関係 従って上述各氏の如く Idiozom周辺部の物質を或
なきことを言萌月している。 レは Mitochondriaなりと称し，叉或いは Golgi
Kuschakewitsch (1921) 装置なりと言うも一理あるものとは考えるも，森田
Nun bin ich fest uberzeugt，dass die Spharo- が夙に G.M.体の存在を認めこれが本態を解明し
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たるは真に意義あるものと考える。即ち Idiozom
周辺に認められる物質は余の所見よりすれば Mito圃 
chondria検出法にでも将叉 Golgi装置検出法に 
ても共に認められる森田の所謂 G.M.体に一致す
るものなりとの結論を明確にするものである。
28)以上述べ来り L総括として再乙)ご此処に森田の 
記載を引用すれば，余が見解明白なるものと信んず
る。
森田(1934)
例えば造精細胞のチトプラズマ内に存在する 
Idiozomの周囲にはコツLヂ装置が存するものな
ることは皆人の知る所なるが，この所には時とし
てミトコンドリアも集まれることあり。故に鍍銀
法によりて Idiozomの周囲に多くの樗状物体現
われたるが如き場合に於いて，これを曾て Per-
roncito等の学者のなしたるが如く直ちにゴルヂ
装置，即ち Diktiosomenなりと断定し Dikti・ 
osomentheorieを論ずるが知きことには多くの
危険性あり。 Haematoxy linを用いても同様梓
状物体を出現せしめ得ることあるものなるが故な
り。きればこのこ様に染りたる物が同一物なりや
否や演者の所謂混合型物質は存在せざるや等を検 
討して後始めて正常に決定せらるべきものなりと
信ずるなれ
29} Papanikolaou & Stockard (1918)も述べ
ている様に idiosomeは既に Valettest George 
(1865 --1867)により夙に認められたるものである
が，その構造に至りでは晴乳動物に於いても多数の 
先人により種々記載され，或いは単純なるもの或い 
は複雑なる物体として報告されその問未だ必ずしも
、。L見解の一致を見ていな 
Papanikolaou & Stockard (1918) 
T h'e idiosome was 自rst described. by la 
Valette st George more than fifty years 
ago，ー  Thevarious descriptions are by 
means consistent，and in the mammals the 
idiosome has been reported both as a very 
simple and as a very complex body. 
30)叉 Boveri (1888)は archoplasma，Gres-
80n and Zlotnik (1945)は archoplasmを Idio-
zomと同一視して共にこの名称を使用しており，
斯くの如く Idiozomは古くより種々なる名称をも 
って記載されているが，その木態に就いては異説が
多い。従って森田(1931)も rldiozomと言う言葉 
に就いてjなる論文に於いて斯かる Idiozom類似
の物体を列挙解明している。，
31) Idiozom内の頼粒の存否及びこれが Cen-
trosomなりや否やの問題も古くから論義されてい
る所であるが Mevesは Idiozom内に頼粒，即
ち Centralkδrper存在するを常とすと考え，後年 
(1902) Idiozomを呼ぶに Centrothecaなる名称
をもって愛えたのをもってしでも明らかに知られる
所である。
Meves (1902) 
Die von den Centrospharen verschiedenen 
Hullen，welche in ruhenden Samenzel1en 
in der Umgebung der Centriolen .vorhanderi 
sind，habe ich fruher als Idiozomen bezei-
chnet. Dieser Ausdruck hat，wie ich seitdeni 
gefunden habe，Misstande. Ich mochte 
daher einer Empfehlung von Boveri，al1e 
auf die Cellularen Cen:tren und ihre Bes-
tandteile bezuglichen Termini durch zusam-
mensetzung mit dem Worte “Centrum" 
zu bilden，Folge leisten und statt Idiozom 
nunmehr “Centrotheca" in Vorschlag 
bringen. 
斯かる Mevesの主張によれば Idiozomの内部
には必ず Centrosom存在するを定則とするも， 
但しどこまでこれが真実であるかは疑わしし、。従っ
て余の自家所見より考えても Idiozomの内部に認/ 
められる Haematoxynophil， Argentophi1， 
Osmiophi1の比較的大なる頼粒は Meves の Cen~
trosomに一致するものであるかも知れないと考え
る。然し Idiozom内に斯かる頼粒存在せざるが如
き場合あり，一方穎粒数個を数うる場合あり，叉 
Idiozomの内部の Centr080111_と Idiozom周囲
の Mikr080menとが所謂 Mikr080men連絡糸に
より連絡しある所見は既述せる如くにLて，この点
は Meves等先人の気付かざりし所である。斯かる 
Idiozom周囲の Mikrosomenも亦 Haematoxy-
nophi1， Argentophil，Osmiophilの性質を有す
るものなれば Centrosom及び Mikrosomenと
は互いに近似せる性質を有することは明白にして， 
両者は発生学的に見て achromatischeFadenの 
凝縮により生じたる微細穎粒に他ならない。従って
Centrosomの発生は Mikrosomenの発生とその
基をーにするものであるかと考えられる。依って
Idiozom外の細胞質内にも Centrosomと安λJじ
得る頼粒，即ち Mikr080menは多数存在するもの
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である。斯かる見解は森田も既?と rMikrosomと 
Centrosomとの区別を立つることは容易に非ず
発生学的に見ても同性質のものにして両者間には移
行性ありと息われる。…従って細胞内には Centro・
somたり得ベき可能性を有する頼粒は数多く存在 
すjと記載している。余は Idiozomの内部に斯か
る頼粒数個存することあるを目撃せるは既述の如ぐ
である。 
32) Idiozom内に Centrosom存するを認めた
る者は上記 Meves の他に Erlanger (1897)， 
Niessing(1897)，Kleinert(1909)，Bowen(1922) 
等数多くの学者あり，例えば Niessing・(1897)は 
Sphareの内部に Centralkorperが存在すること
を認めてし、る。 
Niessing (1897) 
一， in deren (Sphare) Mitte man die zuwei-
len durch Substanzbrucken verbundenen 
Centralkorper in der geringen grauen Subs-
tammenge eingebettet vorfindet. 
他方 Idiozom内に Centrosomの存在を認めざ
りし学者としては Lee (1896)，Ancel (1903)等あ 
り両氏は Helixの Nebenkern内に於いて得状物
を認、め得たるも Centrosomの存在を否定し Klei-
nertの記載せる所とは一致せず。更に柿木(1940)
の記載に見るも「余の場合(ウミニナ〉に於いては
Idiozom内に Centrosom様頼粒を認、むること殆
んどなしjと記載している。然るに余の場合の所見
をもってすれば Idiozom内に Centrosom存在す
るを認めること多きも，稀に存在せざることあるは
既述せる知くである。 
33)一方 Centrosomが Idiozom外に存するこ
とあるは既に明らかに Thesing・(1903)が Zepha-
lopodenに於いて記載している。然しながら斯か
る所見に際しては森田は「斯くの如き場合厳密なる 
Mevesの意味に従えば Idiozomなる言葉を用し、
るは正常ならざれども余は Montogomeryの如く
他の言葉を用し、るよりも， Centrosomを含有せざ
る Idiozomの存在を認むる方に傾くものなり jと
述べ余の見解と一致せるものありたり。 
Thesing (1903) 
In der unmitterbaren Nahe der Sphare und 
der Zellperipheri sieht man zuwei1en，mit 
grosser Scharfe hervortretend die Zentral-
kδrperchen (Zentriolen). 
34)上述 Thesingの記載と関連して興味あるは 
Leblond and Clermont (1952)の論文である。両 
氏の研究によれば噛乳動物の精子発生を 4相に区別
せれ即ち Golgi相，核帽相， acrosome相，、成
熟相の 4相これなり。 
Leblond and Clermont (1952) 
Itwas found that spermiogenesis could be 
readi1y subdivided into the same 4 phases 
in all species examined. The first transfor-
mations occured in the Golgi zone and， 
therefore，the early period was described 
under the name of “Golgi phase." The 
formatiolls of the head cap was the main 
event in the next period，which was refer-
red to as “cap phase." The third period 
included the development of the acrosome， 
and hence was labeled “acrosome phase." 
The 4th and last period，leading to the 
formation of the free spermatozoon，was 
referred to as the “maturation phase.'" 
次で Golgi相を更に 3期に細別し，第 1に適度
に染色された Idiozomのみが認められ，第 2に氏
の“ p-roacrosomicgranules"と呼ばれる輝ける
紫色の穎粒が 1---4個 Idiozom内にあらわれ，後に 
夫等の穎粒が融合して“ acrosomicgranule "と
呼ばれる単一なる大きな構造を形成し濃染する物質 
からなる小さい球として Idiozomの中心に認めら
れると記載している。
The first，or Golgi phase，consisted of three 
successive stages leading to the formation 
of the “acrosomic granule." The first of 
these three stages was characterized by the 
presence of on1_ythe moderately stainning 
idiosome. In stage 2，one to four granules 
stainning a bri1liant purple-here cal1ed the 
“proacrosomic granules" - appeared in 
the idiosome. Later，these coalesced，for~ 
ming one larger structure，the acrosomic 
granule，which appeared in the center of 
the idiosome as a smal1er sphere made up 
of intensely stained material. 
更に叉両氏に依れば核帽相の初めにしばしば 
Idiozomの外に数個の濃染する頼粒を認め，是等の
頼粒は acrosomicgranuleの形成に参与せざりし 
proacrosomic granulesから成る様であると述べ
ている。
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At the begginning of the cap phase，……， 
it was occasionally possible to see a few 
strongly reactive granules outside of the 
idiosome. These seemed to consist of pro-
acrosomic granules w hich were not used up 
in the elabotation of the acrosomic granule. 
ここに於いて両氏の Idiozom内に形成される単
ーなる acrosomicgranuleの原基たる proacro-
somic granulesと，向性質を有する濃染せる頼粒
が核帽相の最初に於し、て Idiozom外に認められ，
斯かる頼粒は acrosomeの形成に参与せざりしも
のならんと言う見解より考えるに， Golgi相に於い
ても斯かる頼粒が既に Idiozom内に先在Lありた
るものではなし、かと考えられる。何故ならば時とし
て Idiozom内に頼粒存在せざることあるは既述せ 
る如ぐなれど，一定時期に至りて穎粒の出現し来る
と言うが如き所見は認められざればなり。一方氏等
の如く Idiozom内に数個の穎粒存することあるは
余も亦認めたる所なれど Meves (1902)に依れば
Idiozom内の頼粒は Centrosomなりと言う。而
して余等の見解によれば斯かる Centrosomなる 
穎粒は余の Mikrosomenと同一系統に属せしむ
べきものにして，其の数も 1個とは限らず数個存す 
る場合もあり，両氏の Idiozom内，外の所謂
proacrosomic granulesなる頼粒も亦余等の
Mikrosomenと同一範曙に入るべきものならんか 
と考えるものにして， Akrosomaの原基たる微細
頼粒を敢えて proacrosomicgranules主命名し，
特殊なる性状乃頼粒と見倣すは余の左但し得ざる所
にして，将来 Akrosomaを形成すべき Vakuole
mit Kornの状をなす Mikrosomenと離もー 」般細
胞質中に存する Mikrosomenと何等異りたるもの
とは考えられず。従って Idiozom内外には Akro・ 
somaとなり得る頼粒は氏等の記載せる如く細胞質
の何処にても存在するものである。然しながら斯か
る Idiozom内の頼粒が融合して単一なる acroso・ 
mic granuleを形成すると言うが如き所見は余の
場合認め得ざりし所である。 
35) Idiozom内，外の余等の Mikrosomenが
明確なる畳 (Halo)を形成してし、る所謂 Vakuole 
mit Kornの状態は余も亦これを認め得たるも，こ
の状態、に就いては森田も「“Vakuolemit Korn" 
が Idiozomの内部の頼粒，殊に Centrosomと目
さるる穎粒に発する場合は非常に多い。されど Idi-
ozom外の Cytoplasm中にある Mikrosomenに
在ても惹起し得るものなり jと述べている。余も亦、 
斯かる所見を Spermatocyte及び Spermatidに J 
於し、て認め，特に Spermatidに於ける Idiozom 
内の Vakuolemit Kornの状態より Akrosoma 
発生する所見を確認した。 
36)細胞分裂時に於ける Idiozomが如何なる態
度を示すものなるかは仲々困難なる問題である。余
は先に成長期に於ける Idiozomの各形状を記載し 
たるも，細胞分裂時に於ける Idiozomを見ればそ
の形，上述せる成長期の Idiozomの各形状の如
く，惰円形，半月形を呈するもその形IJ汁こして且つ
単純明白なる内外2層の淡染部及び濃染部に区別す
ることが出来る。然しながらその染色態度は成長期
に於けるよりは弱し、。
37)即ち有糸分裂Metaphaseに於いて Idiozom
が楕円形叉は半月形を呈し，周辺部相濃染し内部淡
染して母星のー側或いは桁胞周辺昨に残存するを認、
める CFig.15)。更に Anaphaseに於いても惰円形
の Idiozomがまた周辺部栴濃染し内部淡染して娘 
星のー側に残存するを徴かに認め得る。然しながら
Anaphase 以後に於いては Idiozomの存在を認
め得なかった。従って上述の所見より考案するに
Idiozomは Mitoseに際しては原則として消失す
るものと想われるも如何なる時期に消失するものな 
るかは明らかではない。 
38)森田も ildiozomが Mitoseの際に消失し
て見えなくなると言うことは疑いもなきことなれど
も，その時期に到りては必ずしも学者の言う所を承
認し難し，我等の場合には Anaphasevこ於いてもそ
の痕跡的に残存せるを認、め得るものなり Jと述べて 
おり，余の場合も同様ビ Anaphase以後に於し、て
は Idiozomを認め得なかった。
39)叉竹屋(1924)はカハニナの Nebenkernに 
於いて分裂前期には特別の安化を呈することなく必
らず Nebenkernは認めるも，中期及び後期に於
いては認め得ずとし，娘細胞に於いて再び認められ
るも分裂間に於ける Nebenkernの正確なる追求
は困難なりと記載している。
竹屋(1924) 
Der N ebenkern war in der Prophase fast 
immer sichtbar ohne bemerktbare Veran圃 
derung zu zeigen. In der Meta-und Ana-
phase konnte jch ihr nicht mehr besuchen， 
wahrend er in den Tochterzellen wieder 
erscheint. Die Veranderung des Nebenkern 
。 戸
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wahrend der Mitose war schwer genau zu 
verfolgen. 
Idiozomの消失時期及びその詳細に関しては上 
述森田，竹屋の如く一定したる見解は認められぬ 
も，娘細胞に於し、て再び認められるとの竹屋の記載
は注目に値す。余の標本に於いても余も各娘細胞内
に於いて Idiozomの存在を常に認めた。余は
日iozomの発生に就いては森田が achromatische
Fadenの凝縮により発生すると倣したる見解に同
意するものにして，斯くの如く Lて新生したる
Idiozomが各娘細胞に於いて認められるに至るも
のであると考える。 
40)一方 Kuschakewitsch(1921)も第一次成熟 
分裂の赤道板形成時に於いて中心小休は Spindel-
polに認められるも，大mの場合 Idiozomは認め
られずと述べている。 
Kuschakewitsch (1921) 
When die Aequatorial platte der erste Rei-
feteilung ausgebildet ist，sind die Centriolen 
an der Spindelpolen，von Idiozom ist aber 
meistens nicht zu entdecken. 
斯くの如< Idiozom消失時期は多くの研究者に
ーより区々なるものがありて其の問未だ見解の一致を
見ない。 
41) Idiozomが細胞分裂に際して破壊されると
言う記載は多いが， Papanikolaou & Stockard 
(1918)忙依ればモルモットの Idiozomを内外 2部
の idio・endosomeとidio・ectosomeとに区別し，
分裂に際しては内部の idio・endosomeは多くの 
idiogranulomesに分れ，分裂の進むに従い外部の
idio・ectosomeも同様に小片に分壊され徐々に細
胞質中に分散される。而してこの idio・ectosome
の分壊により iciogranulomesが原形質中に分散
することを容易ならしむると述べている。 
Papanikolaou & Stockard (1918) 
The idiosome in the primary spermatocytes 
are gradualIy dispersed in the cytoplasm. 
This liberates the idiogranulomes which 
now also became scattered in jhe cytoplasm 
of the spermatocytes. 
上述記載より見れば idioendosomeが分壊して
多数の idiogranulomesとなり原形質中に分散す
ると言うも余は斯くの知き所見は認めなかった。両
氏は斯かる穎粒が先在的に原形質中に存在すること 
あるを考慮、せざるために，斯かる一方的の結論に到
達したのではないかと思われ，氏の所論は余の同意 
し難い所である。
42)先に述べたる様に Spermatocyteの Idio-
zomの傍らに鉄へマトキシリンにて濃紺色に染色
される球状を呈する犬型穎粒の存在を記載するも， 
斯かる穎粒は 1891 年 Benda の名付けたる chro~
matoiderN ebenkorperなるものならんかと考え 
る。余は叉 Benda染色に依り濃紫色に染色され 
る，明らかに Centrosom，Mikrosomenに比すれ'
ば大型なる頼粒を認め，その数は 1個存することも
あるが2個並んで存することあり，叉その存在個所
も一般には Idiozomの附近に多いが， Idiozomよ
り離れたる細胞質内に存することもある (Fig.16)。
更に叉 Mitochondria染色によりてMitochondria
頼粒より梢々大型なる球状を呈する頼粒が染り細胞
質内に存するを認め， Golgi装置検出法 Weigl標
本に於いても Idiozomの傍らに該頼粒が球状を呈 
して黒染し 1個存するを認める。上述余の得たる各
所見より見れば明らかに chromatoider Neben-
korperとCentrosom，Mikrosomenとはその大 
きさによりて区別するを得るも， Mitochondriaの 
比較的大型なるものとの区別には困難を来すことあ
り。 
43)文献に徴するに chromatoiderNebenkor-
perの存在は既に V"Brunn (1876)，Benda(1891)， 
Niessing (1897)，Hermann (1898)，Lenhossek 
(1898)等により記載されているも， Hermann 
has a de自nitestructural division into two.. (1898)は chromatoiderNebenkδrper は Sper-
part: an internal a central body，the idio・ 
endosome and a surrounding large sphere， 
the idioectosome. When the primary sper-
matocytes prepare to divide，the idioendo-
some break up into a number of granules， 
the idiogranulomes. As the division of the 
spermatocytes proceeds the idioectosome 
likewise break up into smaller pieces which 
matozoaの成熟に際して Endknopfに発達するも 
のなりとし一方 Benda(1891)は chromatoider 
Nebenkorperを Achsenfadenの原基なりと記載
し共に Centrosomと誤認してし、る。 
Hermann (1898) 
d. h. dem farbbaren Korperchen erttwickelt 
sich der Endknopf.. des fertigen Sammen-
fadens，••• 
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Benda (1891) 
Beide stellen sich wahrend der Copulation 
gegenuber de:rnSpitzenknopf ein，das Kor-
nehen legt sich an die Kernperipheri und 
zeigt sich bald als Ansatzpunkt，Endkriopf 
der primaren Geissel，ganz wie dies Her-
mann fur den Salamandra beschreibt. 
44)更に Wilson (1913)、は chromatoider 
N ebenkorperは Bendaの Alizarin-Krystall-
violett法にて明白な紫色に染色され，且つAltman
Mitochondria染色法にては明白な赤色に染色され
ること等よりして chromatoider Nebenkorper 
は Mitochondriaが原基ならんと記載している。
W i1son (1913) 
Itmight be supposed from these，reaction
that this. body js of mitochondrial origin. 
余も叉 Benda染色法にて明白に紫色に染色され
reactions of the accessory body to :fixing 
and stainning media are not identical with 
those of the Golgi material，but that if 
.	these bodies wete seen，in si1ver ahd osmic 
preparations only they would probably be 
identi自edas Golgi structures. 
46)上述の各文献より考察するに chromatoider 
Nebenkorperを Benda (1891)及び Hermann 
(1898)は Centrosomなりと解し， W i1son (1913) 
はその染色態度よりして Mitochondria.originな 
りとし，一方 Gressonand Zlotnik (1945)は
Golgi物質に類似するふ鉄(マトキシリユ/染色及
び酸性フグシシにても亦認められるをもって Golgi 
物質には非ずと記載している。斯かる記載より想う 
に chromatoiderNebenkδrperは Centrosom， 
MitocT.ondria，Golgi物質に類似せる性質を有す
るものなることは明白にして，夫等が余等の
たる、chromatoider Nebenkörper を認めたる~ Mikrosomenより発生する一連のものなることは，
方， Mitochondria染色にては chromatoider
Nebenkorperと Mitochondriaとの鑑別に苦し
む所見を有すれば氏の記載を首肯するものである。
45)最近に於いても Gressonand Zlotnik(1945) 
はその記載の中で accessorybody即ち従来よりの 
chromatoid bodyなるものは銀で鍍銀され，更に
Flemming，Champy標本で Golgi装置は認めら
れぬも accessorybodyは認められる。叉 Bouin
固定液で固定され，鉄へマトキシリン，酸性フグシ
ンで染色されると記載し，更に accessorybodyの
固定及び染色態度は Golgi物質と同一ではないが
若し銀及びオスミウム酸でのみ認められるならば 
Golgi物質ならんと述べている。 
Gres80n and Zlotnikく1945) 
The writers believe that accessory body 
has been. seen in the male germ' cells of 
mammals other than those mentioned above， 
and was often described as a “chromatoid 
body." The accessory bodies impregnate 
with si1ver，and are shown in some of the 
Flemming and Champy preparations in 
which the Golgi material was not preserved. 
They were also' visible in spermatocytes 
and. in early spermatids in sections of the 
testis of ram :fixed in Bouin :fixation and 
stained in iron haematoxylin or in acid 
fuchsin. It is evident，therefore，that the 
渡辺(1936)の所謂“ Mikrosomensystem"に 
冒すべきものなりとなす発生学的証明をもってして
容易に理解し得るものと考える。 
渡辺(1936)
Anaphaseの末期となり，娘核の形成さるる頃 
には Verbindungsfadenに所謂錠縮現象起り結 
節状に Mikrosomen新生す。新生せる Mikr・0-
somenはやがて相接するもの互いに癒合，合着
してその大さを増大し，或いは塊状に，或いは環状
又は板状を呈する様にもなると思わる。斯くの如
くして発生せるものは，その位置的関係，形態及び
大さに依り Miktosomen，Zellplatte，Idiozom， 
Mitochondria，Golgi装置及び chromatoider 
Nebenkorper等と名づけらる。即ち之等のもの
は発生学上性質相似たるものにして，等しく 
Mikrosomensystemに属すべきものなり。…そ
の中間の移行型と目せらるるものも亦勘からず。
上述の如く chromatoider Nebenkorper は 
achromatische Fadenの擬縮により新生するもの
なりと余も確信する。然しながら Spermatocyte
に於いて既存の chromatoiderNebenkδrperが
細胞分裂問に分離することなく娘細胞に移行するこ
とも全く無きには非ぎれども，一般には chroma-
toioder Nebenkorperは細胞分裂の経過中に消失
するものと考える。従って Spermatocyte及ぴ 
Spermatidは新生せるもの及び分離することなく
移行することある chromatoider Nebenkorper 
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を有するにより必ずしも一定したる数の chroma- bodyとは全く同じものとは考えられなし、。 
toider Nebenkorperを有するとは限らなし、と考 第 3項 Metamorphose
える。 1)Akrosomaとは v.Lenhossek (1898)が始 
47)然るに上述余の見解を既往の文献に徴する めて使用したる名称であり， Spermatid内に発生
に Kuschakewitsch' (1921)は chromatische するものである。而してその発生機序に関しては従 
Korperchenは Diakineseの Spermatocyte、内来より Niessing (1896)，工enhossek (1898)， 
に出現し，両成熟分裂を通して分裂することなく娘 
細胞の一つに移行する故 Spermatidのiが之を有 
するのみなりと述べている。
Kuschakewitsch (1921) 
Das chromatische Korperchen tritt im plas-
ma der Spermatocyten in der Diakinese 
auf. W剖lrendder beide Reifeteilungen geht 
es immer ungeteilt in eine der Schwester-
zellen uber，so dass nur ein' Vierteil der 
Spermatiden das Korperchen enthalt. 
斯かる Kuschakewitsch(1921)の見解と同様の
説を記載する者に Wilson(1913)，Kemnitz(1914)， 
Bishop ο942)等あり。最近に至りて Gresson
and Zlo阻止(1945)は accessorybodyは Golgi 
物質から生じ Spermatocyteの分裂間には分離す 
ることなく，各娘細胞は少くとも 1個の accessory 
bodyを有すると記載している。
Gresson and Zlotnik (1945) 
Accessory bodies originate from the Golgi 
material of the spermatocytes of the animal 
studied 'during the present investigations; 
they do not divide during the spermatocyte 
divisions，but each . daughter celIrecieve at 
least one. 
ここに於いて考察するに chromatoiderNeben-
korperは achromatische Fäden の ~E縮によ
り生じたる余等の Mikrosomenにその原基存し，
且つ Golgi装置と類似の性質を有することは既述
の如くにして Gresson and Zlotnik (1945)が 
Golgi物質から accessorybodyが生ずると記載
するは chromatoiderNebenkorper と Golgi
物質の近似性を示す一証左にして，叉最小限 1個の
accessory bodyを有すると記載するはその数必ず
しも一定したるものでなきことを物語るものと考え 
る。従って上述各氏の見解の如く chromatoider 
Nebenkorperの一定したる数が一定したる Sper-
matocyte及び Spermatidに移行するとの説は判
断に苦しむ所にして余の同意し能はざる所である。
恐らく chromatoiderN ebenkorperとaccessory
Bowen(1922)等あり， Niessing(1896)は archo-
som ~こ等しきものを Mitosom と命名して使用し
ている。叉最近に於いては Gressonand Zlotnik 
(1945)，Leblond and Clermont (1952)等の記載 
がある。 
2)本篇に於いて余はノ¥ムスターに於ける観察の
結果 Akrosomaの発生は微細頼粒 Mikrosomen
をもって，その原基なりと主張せんとするものであ
る。余は主と，して Ciaccio液を更に二重同定せるも
のによる標本に就いて Heidenhain鉄へマトキシ
リン染色，更に Benda染色，叉 Tannin酸鍍銀に
よるものに就いて観察せる所見を以下に記載せんと
する。 
3)即ちハムスターに於いて板期の若き Sperma-
tidのCytoplasma内に Idiozomを認めこの Idio・
zomの内部及び、その附近には大小多数の微細頼粒， 
即ち Mikrosomenが存在するものなることは前述 
せるところなり。 Akrosomaの発現時に当たりて 
はこの Mikrosomen 中の或る 1~数個の物の周囲
に空胞 Vakuoleが発生す。即ち Mikrosomen穎
粒を中心として形成され森田(1931)の猫の場合に
於ける“ Vakuolemit Korn"の形態を取る。即
ち明確なる境界を示す空胞中に 1個の穎粒が存在す
る状態である。 
4) Cytoplasma内の或 Mikrosomen穎粒が上
述の“ Vakuolemit Korn"の状態を呈したる場
合，斯かる空胞中の微細頼粒は近傍の空胞化せざる
普通の MikrosomenとMikrosomen.連絡糸によ
り僅かに連絡するを目撃する所見あり，又 Cyto-
plasma内に 2個の Mikrosomenが大小2個の 
“Vakuole mit Korn"の状態を呈し，大なる 
“Vakuole mit Korn"の Mikrosomenが近在 
する Mikrosomenとこれまた僅かに Mikroso・
men連絡糸により連絡するを認めることあり。但
し斯かる発生せる 2個の“ Vakuolemit Korn" 
が互し、に後に融合し形状を増大すると言うが知き所
見は全く認め得ざりしところにして， Idiozom内
の'-Gentrosomと目さるる頼粒が“ Vakuolemit 
KOIぜ
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而して斯かる Idiozom内に発生せる“ Vakuole 
mit Korn"が他の大型の“ Vakuolemit Korri" 
k相接して存するを認め得たることあるも，両者が
融合増大するが如き状態はここに於いても全く認め
得なかった。更に Idiozom内に Mi改王口汀ro刀.k sωomen1 
個存しそのものは Vakuoleを生ぜざるに Idiozom1n 
旬omenは“Vakζuω1 tKorrに近在する Mik王ros 悶olemi江 町 ぜ 
の状を呈して互しい、に相接して存在するを認めたるこ
とあり。之れを要するに上述の所見よりして発生せ
る Vakuoleの大きさには大小種々あれども小型な
る Vakuoleは漸次成長して大型となるものと思わ
れる。叉空胞とその内部に存する頼粒との大きさの
関係は，一般に大なる空胞内には大なる頼粒が存在
するが如く認められたり。更に空胞内の頼粒は多く
は空胞の中心部に認められるも，時として偏心的に 
認められることもあり， Mikrosomenと空胞とは
発生学的近親性を有するものなることが疑いもなく
推察せられる。向 Mikrosomenを内蔵する Idio-
zomが“ Vakllolemit Korn"と相接して認め
られる一方この近傍には核膜に接して既述の chro-
matoider Nebenkorperが存在するを認め得るこ
ともある。
め上述の如き自家所見を既往の文献に照して比
較するに，古くは Bowen (1922)は Amphibiafこ 
於L、て Golgi装置及び Idiozomを acroblastと 
命名し，斯かる acroblastより acrosomeは生ず
るものなりと述べ，更に晴乳動物に於いては acro-
someを空胞型及び穎粒型とに区別せるも，その空
胞型なるものに於いては空胞内に濃染する頼粒が特
別に発達すると述べ，斯かる頼粒を“ acrosomal
granule "と命名し，その空胞を“ acrosomal 
vesicle"と称し，この両者が共に acrosoIneを
形成する原基となると述べたるも，空胞型，頼粒型
の何れが真の acrosomeの起源なるかに就いては
不明なりと記載した。 
Bowen (1922) 
The acroblast(Golgi apparatus plus idioso・ 
me) lies at first some little distance from 
the nucleus: but presently it moves over 
intocontactwiththenuclearmembrane and 
a small clear vesicle makes its appearance 
on one side of the acroblast. This is the 
‘Spharenblaschen' of Meves andthe acro~ 
some of Mc gregor. ，ー but the nature of 
the acrosome itself make possible a sub-
division on morphological grounds，as fol-
lows; Type 1，vesicular; Type IT，granu-
lar. ，Within the vesicle a darkly stainning 
granule is characteristically developed， 
1 propose to call the vesic1e，the acrosomal 
vesic1e，and the granule，the acrosomal 
granule; together the form the acrosome. 
Furthermore，we do not understand in 
either case the exact source of the acro-
some. 
余の所見に依れば彼の空胞型と言うものも，その
内部には必らず頼粒存するものと思われ，彼も亦後
段に於いて空胞型と言うも，その内部には所謂 
acrosomal granule の存在を認めており，且つ 
acrosomal granuleと acrosomalvesicleとが
共に acrosomeを形成することを認めておれば，
氏の空胞型，頼粒型と言うも両者は混同され同一な
るものの異なれる見解なりとも解すべきものにして 
両者を特に区・別する必要はないものと考えられる。
更に上述 Bowenの記載の矛盾を指摘するに，余の 
標本に見るが如き Idiozomより距れる個所に存す
る Mikrosomenより“ Vakuolemit Korn"が
発生する如き像を如何に説明せんとするや，即ち
Idiozomが核膜に接する以前に既に“ Vakuole
mit Korn"の状を呈するものを多く認める事実を
如何に説明せんとするか，叉 Golgi装置と Idio-
zomはその発生学的段階に於いては別個の物とし 
て認められることあるも，他の時期に於いては両者
は共正融着して一個体と化し区別し得ざる所見を認
める。従って斯かる所見より考察すれば acrosome 
の原基たる余等の“ Vakuolemit Korn"が氏の 
acroblast即ち Golgi装置及び Idiozo1Ilより発
生することが必然的なりとは考えられず。 
6)森田(1931)は「空胞の発現は目撃せるも，何故
に頼粒の存在を認め得ざりしがと言う点に就いて種
々の原因あるべしと思われる。余は全く頼粒なくし
ては空胞を生ずることあるものなりや否や疑わしと
思うものなり。されど比較的大なる頼粒にてもその
固定法を誤まる時は全く染色せざることあり Jと述
べて頼粒より空胞を生ずるものなりと“ Vakuole 
mit Korn"の発生機序を解明している。 
7)最近に於ぃτも Gressonand Zlotnik(1945) 
は Bowenの見解に類似し，豚の Spermatidに於
いては Golgi物質は平坦となり核の前極上に拡大
し，次で核膜から離れ，そこに不染性の空胞状構造
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即ち“ archoplasmic. vacuole "が示されi その 
vacuole内に頼粒即ち“archoplasmicgranule" 
を含有す。斯かる頼粒は銀で僅かに鍍銀され，鉄へ
マトキシリ:/，酸ブグシシ及び Kolatchev切片で 
neutral redで僅かに染色されると述べ，氏等も
亦 Akrosomaの原基は Golgi物質なりと記載して
し、る。 
Gresson and Zlotnik (1945) 
The Golgi material of the older cells beco・ 
mes fiattened and spread over the .anterior 
pole of the nucleus. It then begins to move 
away from the nuclear membrane and re-
veals. an unstained vacuole-like structure 
- the archoplasmic vacuole. Itcontains a 
granule-the archoplasmic granule which 
is very faintly impregnated in silver pre-
parations，and stains faintly with haema-
toxylin，acid fuchsin，and with neutral red 
in Kolatchev sections. 
ここに於いて考うるに両氏も亦 Bowen同様J 
Golgi物質が核膜に附着後に於し、て初めて Akro・ 
somaの発生を認めているも，前述せる如く余は核
膜に附着せざる以前に既に Mikrosomenを原基と
して Idiozom内部叉は Idiozomの附近に於いて 
“Vakuole mit Korn"の状態を発生するを認め
たれば， Akrosomaの発生が Golgi物質と密接な
る関係ありと見倣す氏等の見解には同意し得ず。 
8)更に最近に到りても Leblondand Clermont 
(1952)はハムスターの Akrosoma発生に関し，
既に Idiozomの項にて詳述せる如く， Golgi相 
で弱く染色された， idiosomeが核の近くに認めら 
れ，間もなく 1~3 個の濃染する“ proacrosomic 
granules"があらわれ単一なる“ proacrosomic 
granule"に融合し増大すると述べ，氏等も亦 
Akrosomaは Golgi装置より発生すると記載して
し、る。 
Leblond and Clermont (1952) 
At the Golgi phase，the weakly stained 
idiosome was seen near the nucleus. One 
to three highly stained proacrosomic gra-
nules soon appeared and fused into the 
single proacrosomic granule which increa-
sed greatly In size. The acrosomic system 
(acrosome and head cap) is present in all 
species examined so far. Italways arises 
from Golgi material. 
而して余は氏等の記載せるが如き Idiozom内に
存する微細頼粒を認めたるも，余等はこのものを
Mikrosomenなりと見倣すものなり。 Idiozom内
に数個の Mikrosomenが存することあるは既述の
如くなれど，両氏の見解の如〈“proacrosomic 
granules"が互いに融合し増大するが如き所見は
認められず，且つ叉 Golgi装置が Akrosoma発
生に関係なきことは上述せる如くである。
其の他 Akrosomaの発生に関しては諸説ありて，
森田(1931)も斯かる諸説を列挙し記載するも，余
は上述自家所見よりしてここに重ねて Akrosoma
の発生原基は余等の Mikrosomenにありと主張せ
んとするものである。 
9)森田(1931)の記載を引用すれば次の如くであ 
る。 
(a) Nebenhernより発生すと考うる説。 Plat-
ner(Limax) 1889，Henking 1891，Wilcox 1896， 
Paulmier 1889，Leplat 1910等。 
(b) Idiozomより発生すと考うる説。 Thesing 
1903，Bonnevie 1906等。 
(c) Sphare中に生ずと考うる説。 Benda1897， 
Schreiner 1908等。 
(d) acroblastより生ずと考うる説。 King1907， 
Gatenby 1917，Bowen 1920，Doncaster & Ca-
nnon 1920等。
。)Cytoplasm中に denovoに生ずるものな
りと言う説。 v.Lenhossek 1898，Cook 1910等。 
(f)Centrosoniより生ずと言う説。 Moore 
1894，Niessing 1896，Holmgren 1902， Bosen・
berg 1905，Schitz 1916，Buchner 1915，Charlton 
1921等。 
(g) Kernmembran或いは Kernchromatinよ
り生ずと言う旧き説。 Prenant1888， Platner 
(Paludina) 1889，Godlewski 1897，Lee 1904， 
Kleinett 1921等。 
10)ここに“ Vakuolemit Korn"の状態に関
し注目すべきは Gressonand Zlotnik (1945)の
記載である。即ち両氏は兎を除いては，単一なる 
“archoplasmic granule"のみが認められ，鼠や
ハムスターでは“ archopl<;lsmicgtanule" は 
vacuoleの下方の核の成長に先立って“ archo-
plamic vacuole"の中に遊離して存在してしる。
この事実は granuleが初期に於し、て牛既に核膜と接
している他の晴乳動物とは異なっていると述べてい
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Gresson and Zlotnik' (1945) 
Except in the rabbit，a single archoplasmic 
granule only was observed. In the rat and 
ha1I1ster the archoplasmic granule li.es free 
in the archoplasmic vacuole prior to the 
gto¥vth of the nuc1eus underneath-the 
vacuole. This is unlike the condition in 
the other ma1hmals examined by the wri-
ters，where the granule is in contact with 
勺 thenuclear membrale at .an earlier stage. 
然しながら Akrosomaの原基に就し、ては余は 
Gresson and Zlotnikとはその見解を異にすると
離も，余は単一なる “archoplasmic granule" 
ほ多〈は空胞の中心，時としてはその偏心部に存す
ることあるは前述せる如くにして，余等の‘“'Va-
kuω1olemi比 町rtI泊 tKoザ 
力舟左を有するものと考え，多くの研究者即ち Papani-
colaou & Stockard(1918)，Bowen(1923)，Lebl・ 
ond and Clermont (1952)等の記載の如〈小なる
頼粒叉は空胞が合着融合して増大するが如きもの
には非ずと考える。更に叉余の“Vakuolemit 
Korn"が核膜に接着せざる以前に既に細胞質中に
認めたる GressoIland Zlotnik (1945)の記載は
余の所見と一致する所ありて，既に余が Akroso-
ma発生に関し種々なる記載に反論を加えたる上
述の見解をE当なりとするに足るものなりと確信
す。 
11)斯かる Gressonand Zlotnik の所見にも
見るが如く，細胞質内 Idiozom内及びその附近に
多く発生したる“Vakuolemit Korn"は漸次成
長増大すると共、に核膜の方向へ吸引せられ終には 
Vakuole及び Vakuole中の Mikrosomenは核
膜に接着するに至る。然るに Cytoplasma中に 2
個発生 1したる“Vakuolemit Korn"ありとすれ 
ば各々は決して融合を来すが知きことなく，その中
の 1個のみが Akrosoma発生に参与し，残りの
“Vakuole Irtit Korn" は漸次退化消失し去るも
のと想われる。斯かる見解に就き森田(1931)も 
「但じこの吸引力は単に 1倒のみに働き，他の同時 
に発生せる Vakuolemit Kornには働かざる如き 
観あるは奇なる事実と言うベし」と述べている。
12)此処に於"、て叉注目すべきは Leblond 
and Clermont (1952)の記載中， Gresson and 
び Niessing (1897)，Lenhossek (1898)，Duesb-
erg (1908う等の空胞の存在を，氏等は“acroso・ 
mic vacuole"は alcohol，Bouin及び Flemm-
ing今液固定では認められたるも， Orth及び Hel1y
液固定では認められず， Flemming液固定では 
“acrosomic vacuoles"は種々なる大きさで屡々
ゆがめられて認められる。斯かる故に“acrosomic 
vacuoles"の研究に最適と思われるオスミウム酸
蒸気による塗抹標本での研究の結果 vacuolesは
認められず，依って“acrosomicvacuoles" は 
“acrosomic granule" と Cytoplasm聞の分割
にまる人工産物なりと結論し空胞の存在を否定して
し、る。 
Leblond and Clermont (1952) 
In the present work，this “acrosomic vac-
uole"，was also recognized _after fixation、 in 
alcohol，Bouin or Flemmirig，but not after 
Orth or Helly. Itwas found that the acr-
osomic vacuoles present in Flemming自xed 
testes showed pronounced variations in 
size and were frequently distored. A sear-
ch for acrosomicヤacuoleswas then made 
in testis smears fixed in osmic acid furnes-a 
method which is considered to give、 the 
best possible fixation. Under these_ conditi・ 
ons no vacuoles appeared. From these fin-
dings it was concluded that the acrosomic 
vacuoles were artefacts，i.e.，the result of 
a split between the acrosomic granule and 
cytoplasm. 
而して上述の如く Leblond and Clermont 
(1952)も亦 vacuolesを或固定液にては認めてい
る一方人工産物なりと断定したる根拠は薄弱にし
て，余は氏等が人工産物なりと断定したる Fle-
mming液，オスミウム酸固定の他，使用せる種々
の固定液にても明確に“Vakuolemit Korn"の
状態を認めたれば両氏の説には同意し得ざるもので 
ある。
13)而して余は上述の如く， Brown (1885)， 
Niessing (1897)，Bowen (1923)及び Gresson
and Zlotnik (1945)等も然る様に Vakuoleの存
在を認、むるものなるが， Brown (1885)，Niessing 
(1897)等は Vakuoleは Idiozomより発生する 
と述べてし、るが余とは著しく異なっている考えであ 
Zlotnik (1945)の“ archoplasmicvacuole"及る。
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Brown (1885) 
There is a small accessory corpuscle atta・ 
ched to the nucleus，which subsequently 
becomes separated from it by a small ves・
ic1e which seems to be derived from the 
accessory corpusc1e. 
即ち余の発生に関しての所説を述ぶれば， Idio-
zom より離れたる細胞質中の Mikrosomenより 
明らかに“ Vakuolemit Korn"の状態の発生を
認、め得たれば Brown(1885)，Niessing(1897)等の
Idiozomより Vakuoleは発生するとの説，加之え
前述 Gatenby (1919)，Bowen (1927)等の acro-
blastより発生するとの見解は全く同意し得ず。、 
14)斯くの如き初期現象を経たる“Vakuole 
mit Korn"は核膜に接着するに及び増々その形を
増大し Akrosoma頼粒として次第にその染色性
色調を菱化するに至る。即ち今迄の Mikrosomen 
とは明らかに異なる寧ろ核小体に近似せる染色を示
す様にiなる。これは何等か物質的安性を Mikroso・ 
menが来すに依るものの様である。即ち鉄へマト
キシリン染色にては紫色より濃黒色， 8enda染色
にては紫色より桃色， Tannin酸鍍銀にては褐色よ
り茶褐色えとその色調の斐化を示す。斯くして 
Akrosoma穎粒として円形を呈して核膜に密接せ
る頼粒刷新次核膜を圧迫して核の内部に押込んとす
るものの様であるよ即ち今迄大体球面を保持して 
いた Akrosoma接着部の核膜面は次第に圧せら
れて平板状と安り，更に凹型に押込められ恰も 
Akrosoma が核の内部に侵入せんとするかの如き
形状を呈するに至る CFig.17)。以上の如き Akro・ 
soma頼粒の発達に伴い周囲の Vakuoleは円形よ
り漸次半円形に愛型し核の約前半を蔽い，その表面
に Idiozomも亦その形状を三日月型に菱形して附
着するに至る。 
15)而して Lenhossek (1898)が Akrosomaと
名づけたるは斯かる状態の頼粒を指し， Gresson 
and Zlotnik (1945)志“archoplasmicvacuole " 
が最大に達すると核の前極約 1/3は圧迫せられその
凹面の中央に存する“archoplasmicgranule "を
爾後 proacrosomeと呼んでいる。
Gresson and Zlotnik (1945) 
When the archoplasmic vacuole has reac-
hed its ful1 size about one-third of the 
anterior part of the nucleus is depressed; 
the archoplasmic granule，which may now 
be called the proacrosome，lying in the 
middleof the concavity. 
16)斯くして Akrosoma及び Vakuoleは成長増大 
するにつれ Vakuoleは円形より三日月型となりて 
大体核の前 1んを蔽うに至る。而してこの際 Vaku旬 
oleの表面上に同じく三日月型を呈して Idiozom
が附着して認められることが多い。即ち Benda 
(1897)の名づけたる Lunulaの状態である。斯か
る Idiozomは漸次 Vakuoleの表面上を移動し終
には Vakuoleより離脱し，細胞の後部に移動して 
所謂 IdiozomRestと化して存在するも後には消
槌し去るものである。以上の如き現象を呈する間 
Akrosomaも叉次の如き現象を呈するものである。 
17)即ち Vakuoleが円形より三日月型に斐るに 
従い Akrosomaも漸次その形を円形より楕円形にー
斐ずる CFig.18)。 この点に就き Gressonand 
Zlotnik (1945)もハムスターに於いて同様なる所
見を認めている。
Gresson and Zlotnik (1945) 
The archoplasmic granule and proacrosome 
are much larger than the coresponding 
structures of the rat and are elliptical in 
sections. 
古くは Niessing (1896) も叉 Kornは時とし
ては楕円形を作すと述べている。
Niessing (1896) 
Das Korn in .dem glashellen Korper liegt 
noch nicht dicht am Kern，sondern tritt 
durch einen fadenformigen Fortsatz mit ， 
demselben in Verbindung. Er hat dabei e~ne 
ovale oder langliche Form und ist mit seiner 
Langsaxe nach dem Kern gerichtet. Der 
Fadenformige Fortsatz verkurzt sich bald 
und bringt dadurch das dunkle Kern in 
innige und dau:ernde Vereinigung mit dem 
Kern. 
18)斯かる後に於いて Akrosomaの物質の一部
分は之れより分離し次第に周囲の核膜土え平等に分
散し拡大する。従ってこの時期に於いては VakuoJe
により覆われている核膜の部分は Akrosoma物質 
がその上に蓄積することによりて肥厚し濃染する。 
斯かる像は Leblondand Clermont (1952)の所謂 
head capに相当するものである。核膜上を覆える 
Akrosomaの物質は核の前後径に於ける中央部即 
も赤道上の点に迄伸展する。従って headcapの
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後下端は核を取巻く輪状を呈することとなり，且つ 
肥厚したる頼粒状を呈じて蓄積するに至る。斯くの
如き輪は森田(1931)の所謂赤道輸に相当するもの 
と考うるも，余の得たる所見より見れば赤道輸は頼
粒状のものより成ると考える。而して斯くの如き
赤道輪は斯かる時期に於いて最も著明に認められ
るものである。一方斯かる赤道輪形成時に於し、て 
Akrosomaは極度に淡染され造精機転全時期を通
じて最も認め難くなる。この際 Vakuoleは Akr-
osomaの直前で極めて狭い三日月型の空隙として
認められるも以後細胞伸展の斐形につれ漸次その容
積を減少しつつ Spermatozoaの完成せられる噴
には全く退化消失し去るものである。 Akrosoma
は Sertoli細胞の存在する方向え漸次転移して認
められるものであるが斯かる Akrosomaの転位
は後述 Kopulationの現象と関係ある所にして， 
Akrosoma自体が核膜上を移動するに非ずして核
が Cytoplasma中に於いて廻転し次第に転位を来
すものと想われる。森田(1931)も斯かる見解に対
会し「但しこの際 Pantel & de sinety (1907)が 
Notonectaに於L、て記載せるが如き現象，即ち 
Akrosomaが核膜とを運動すると言うが如きこと
は， Akrosomaと核膜との結合が甚だしく密接な
りと言う点より見ても到底考え得.べきことには非ざ
るるなり Jと述べ斯かる転位を解明している。 
19)上述各自家所見を文献に照するに Vakuole 
の形態及び推移に就きては， Gresson and Zlo阻止
(1945)は核の成長と共に vacuoleは大きさを減少
し終には nuclearringから proacrosomeの直
前に拡大する狭い clearareaを形成し， 核の更
に前方伸展により vacuoleは終に消失すると余の
得たる所見に一致したる記載をなしている。 
Gresson and Zlotnik (1945) 
With the growth of thenucleus the vacuole 
is reduced in size unti1it forms a narrow 
clear area extending from the nuclear ring 
to immediately in front of the proacrosome. 
With the further forward growth of the 
nucleus the vacuole finally disappears. 
20)次で注目すべきは叉 Gressonand Zlotnik 
(1945)の所謂 nuclear-ringの記載なり。即ち両
氏は vacuoleがその最大に達したる時，核の前極は 
vacuoleの下方え成長し始め，凹面の外周をなす
核膜の濃探せられたる部分が核を取巻く nuclear-
ringを形成する。従って“archoplasmicvacu・
ole"の外下縁と核の問の接合点で核膜上に形成さ
れると述べ，更に Gatenby(1943)が青山標本で
nuclear-ringは argentophi1の頼粒よりなると述
ベたるも，氏等の銀及び chrom-osmium標本では
頼粒状に非ずして均一なる構造を呈するものなりと
記載し Gatenbyの見解を否定している。
Gresson and Zlotnik (1945) 
After the vacuole has reached .its full size 
the anterior region of the nucleus，by a 
pr_ocess of growth and not merely restor-
ation of its original shape，begins to'grow 
out underneath the yacuole. The deeply 
stained part of the nuclear membrane， 
which marked the outer edge of the conc-
avity，is seen on careful focusing to encirc1e 
the nucleus to form the nucIear-ring. The 
nuclear-ring arises on the nuclear mem-
brane at the junction between the outer 
lower margin of the archoplasmic vacuole 
and the nuc1eus. Gatenby (1943) regards 
the nuclear-ring as Aoyama picture of arg-
entophi1granules round the nuc1eus of the 
spermatid. In both si1ver and stained chr-
om-osmium preparations the nuc1ear-ring is 
not composed of granules，but is a homog-
eneous structure. 
ここに於し、て氏等の nuclear-ringなるものは余 
の赤道輸に相当するものならんと考えるも，その発
生機序に於いて余は Akrosomaと核膜との結合は
単なる物理的のものにして氏等の説く如く両物質が
互いに融合し濃染せられて形成されるものではない
と考える。更に叉氏等は nuclear-ringは頼粒状な
らずと述べているも，余は鉄へマトキシリシ染色， 
Benda染色，更に Tannin酸鍍銀法に於いて何れ
も頼粒状を呈する赤道輸を認めたればこの点氏等の
見解には同意し得ず， Gatehbyの所見と一致する
ものである。 
21)所謂 head-capなるものは Brown (1885)， 
Lenhossek (1898)，Duesbergく1908)及び Leb-
lond and Clermont (1952)等は之を認めて記載
している。即ち Leblondand Clermont (1952) 
に依ればハムスター，鼠等の晴乳動物に於いて 
“acrosomic granule"が核上に於いて平坦とな
り，次。二時期に於いて明確なる膜が平坦なる頼粒の 
i怖を越えて突出して認められる。これが所謂 head 
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capなりと述べ， front view にては中心に暗く染
る“acrosomicgrallule" が存する淡染せる円と
して認められるも，一方通常の sideview にては 
2つの肥厚せる直線状の突出として認められる。而
して斯かる headcapは“ acrosomicgra:p.ule" 
より発生するものであると述べてレる。 
Leblond and Clermont (1952) 
1n stage 4，the acrosomic granule fiattened 
on the nucIeus. By the next，or 5th stage， 
a definite membrane was seen protruding 
beyond the edges of the宜attenedgranule. 
This is the “head cap"・Whellviewed from 
above，nwas seen as a lightly stainning 
circle centered .by the darker acrosomic 
granule. When seen from the side -as is 
usual in sections - the head cap's profile 
appeared as two-thick，straight projections. 
However，the c1earcut pictures obtained 
with the .PA~FSA technique leave doubt 
that the head cap is derivative of the 
acrosomic granule. 
一方同じハムスターの研究の結果 Gressonand 
Zlotnik (1945)は nuclear-ringは認めたるも 
head capの存在を認めず同一材料に於て氏等は各
々異なれる所見を記載している。而して余もハムス
ター に方きいて Leblond andClermont (1952) の
記載の如く Akrosomaより発生せる所謂 head 
capなる像を認めたるは前述せる如〈である。 
22)赤道輪形成後に於し、て細胞は後述するが如き 
Metamorphoseが進行する。而して純胞が Sper-
matozoaの終り頃に至れば核の色調は鉄へマトキ
シリン染色及び Benda染色， Tannin酸鍍銀法の
何れの染色に於いても最も淡くなると共に赤道輪も
亦認め難くなるも， 一方今迄淡染せる Akrosoma
は次第にその色調濃染L著明に認められるに至る。 
23)赤道輪形成後，細胞の形態に著しい斐形を生
じ，終には成熟精ー子の形態に到達するものにして，
この間の姿形即ち Metamorphoseの段階にまれ、
て，特にのムスター精子に特異なる頭部の形態安イじ
に注目し，是れを 4期に分類して記載せんとするも
のである。 
24) (A)第 1期
第 1期に於いては森田(1931)の所謂 Nutation
の現象により Sertoli細胞が SpermatidのAkro-
somaに吸引力を作用するによって，従来円形を呈
せし核並びに是れに附着して鈍円形を呈せL Akr-
osomaが共に Sertoli細胞の方え吸引せられ，た
めに紘胞の形態にも伸長すナる現象を特徴とするに至
る。即ち今迄淡染せる鈍円形の Akrosoma頼粒は
漸次濃染すると共に，先端尖形を呈するに至る。而
して斯かる Akrosomaの愛形を来す時期に於い
て，細胞の略中央に位置せる核は漸次後述する如き
菱形を伴し、つつ Sertoli紘胞に向って移動し，遂
に Akrosomaは細胞表面に露出するに至る。斯
かる際には Akrosomaの Vakuoleは認め難きに
至れり。即ち斯くの如く斐形せる Spermatidは 
Sperma.tozoaと呼称さるるものに他ならない。而
して斯かる際核も亦 Akrosomaの伸長，尖鋭化に
伴い，前部より次第に伸長して細長き楕円紡錘状と
化するも，其の後端は依然鈍円形を保持する。
円錐形に尖鋭化したる Akrosomaを頂点に附着
せしめ， 仲長し且つ淡梁する Spermatozoaの核
に於いて赤道輪の位置は核長の中央部より栴々後方
に移動し，初め赤道輪によって略等しく 2分せられ
たる核はこの時期に於いて，赤道輪よりも前半が後
半の約2倍にも達するが如き位置に来る己即ち換言
すれば赤道輪は核長の前 2/3と後 1/3との境界附近
に来る。斯かる赤道輸の位置移動ば赤道輪自体の自
主的な運動によって生ずるものではなく，赤道輪よ
り前方の核都分が前方え索引せられ異常に伸長する
一方，赤道輪より後方の部分の伸長が之れに伴わざ
る為に生ずるものであるかと J思われ核の伸長に際し
て当初円形叉は短楕円形を示していた核が前方は細
長き鈍円錐形と化し，後方のみ柏原形を保持して鈍
円形を示してし、る。即ち全形は西洋梨形状を呈し，
核の梁色態度も斯かる形態菱化に伴って前方より漸
次後方に向って明諦淡染化する。 (Fig.19) 
(B)第2期
次で第2期に入れば核の側方えの屈折現象が出現
する。即ち核の後方に転移した赤道輸の部分を基と
して細長く伸長Lた前半部が，後半部に対して殆ん
ど直角に近き迄屈曲し，核の形態は著明な曲尺状を
なす。斯かる屈折に当つては核が外力によって一方
に屈せられたるが知き場合に生ずると想像される。
屈曲側核膜の雛震の形成の如きは全く認められな
し、。而して第 1期の終りに西洋梨型を呈した核の鈍
円なる後端はこの時期となれば漸次平面状に~化
し，遂には恰も鋭利なる万をもって裁り取ったる如
く平面化し核の両側曲面との間は著明なる角を作る
に至る。一方斯かる著しき核の屈折現象の惹起しつ
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つある聞に Akrosomaは前時期に於けると全く同
様の形態を保持していて何等の愛化も起らない様に
観察される。‘斯くの如き屈折が頂点に達じてその屈
曲角が略直角に至れば，この時期は完了し，次いで
来るものは核~形の第 3 期である。 (Fig. 20) 
(C)第 3期
即ち第 3期に於いては，一旦直角にまで屈曲した
核が，その屈曲度を再び減ずるものである。換言す
れば，直線状なりし従来の核軸え復l屑せんとする方
向え伸展を開始する。然しながら斯かる再仲展現象
屈曲度の復目減弱は核の長軸が完全なる直線に戻る 
迄進行するものに非ずして，一定の轡曲を残して仁ICJ
止し，本動物精子に特有なる鎌形の頭部を形成する
に至るものである。斯かる再度の核の屈曲の間にも，
核長は少しづっ伸展し，成熟精子に見る程度の同様
の轡曲度に至れば核の伸長も停止するものの様であ
る。第 2期。終りに核が略直角に屈曲する迄の聞は
赤道輸の方向に愛化は起らず，核後半部の長車laに対
その染色性相減少し，且つ境界不明瞭となり核後半
部即ち，赤道輪より後方の核表面に鞠漫性に融合拡
散するものの如く，核後半部一帯の染色性が前半部
に比し増強すると共に個々の頼粒の存在は識別し得
ずここに一種の被膜を形成するに至るものと思われ 
る。其の他斯かる時期には赤道輪直前部に色調の極
めて淡い帯状部分が赤道輸に沿うて平行に斜に出現
する。即ちこれより前方及び後方の核両端部分は殆
んど相当:しく濃染せらるるがこの帯状部は淡染し
てしる。更にこの時期に於いて注目すべき現象は
Akrosomaの斐形である。即ち従来核の先端にあ
.って尖鋭なる円錐状を呈せし Akrosomaは核の屈
由度減少を来す聞に，漸次その尖鋭度を減じつつ核
の突隆側に沿って後方え移動じ，表面は平滑鈍円と
なって核の突隆端に帽状を呈して附着するに至る。
而して斯〈の如き状態と化したる Akrosomaの後
端は核の突陸側に於ける赤道輸附-着個所にまで到達
するものである。斯かる Akrosomaの後方えの退
して直角の位置を保持するが第 3期となりて核全形ー却現象の聞に Akrosomaの染色性は次第に斐化 L
が再び鎌形に愛ずる間に赤道輸は核長軸に対する方
向を著しく安んじて，斜に位置するに至る。斯くし
て斜位を取りたる赤道輸の前端は必ず轡曲せる核の
陥凹側にあってただ 1例の例外をも発見することは 
出来なかった。之を要するに核の変ー形を終了したる
時期に於ける赤道輸は斜に位置するを常とする。
第 2期の終り及びヌド期の初めに於し、て核の急激な
る伸長を経過しつつある間に於いては核の前半分は
著明に淡染し，赤道輸工りも後方にのみ Heidenh・
ain鉄へマトキシゾ y染色， Benda染色或は Tan-
nin酸鍍銀によりても夫々濃染する数個の思粒の存
在を認める。斯かる頼粒は細胞質内一般に認められ
る Mikrosomenに比し梢大型にして Mitochon帽
dria頼粒と殆んど同ーの大きさを有し数個乃至十
数個集族して核後端附近に出現し， Metamorphose 
の進行と共に漸次前方え移動し一見核内に進入する
かの如き観を与えるが，時としで核の外部に存在す
る例もあるにより，核膜外に存ってこれと殆んど密
着する如く間列するものと思われる。斯かる頼粒は
Mitochondria検出法たる Regatid液， Nemec 
液等の固定後鉄へマトキシリン染色或し、は Benda
染色を施したる場合も Mitochondria と同一の染
色反応を呈し，一方 Golgi装置染色法によっても鍍
銀せらるる性質を示すので、所謂森田の G.M.体に
比すべきものならんかと考える。斯かる頼粒は核の
伸長，~形の進行と共に漸次前方え移動すると共に 
て HeIdenhain鉄へマトキシリシ染色にては淡青
色， Benda染色にては淡紅紫色，一方  Tannin
酸鍍銀にては濃褐色を呈するに至る。 CFig.21) 
(D)第 4期
第 4 舟]に於いては核自体の形態には~化を伴わ
ず，独り Akrosoma~こ於いてのみ著明なる斐化が
出現する。即ち前記に於し、て一旦後送して鈍円化し
たる Akrosomaは間もなく鎌状核の突i盗損Ijに沿っ
て前方に移動し，核の先端を越えて伸長突出するに 
至り，これ叉尖鋭なる主義状の形態を取るに至る。而 
して従来均一に染色せられたる Akrosomaの中，
核に密接せる部分即ち Akrosomaの内層に難梨性
の部分が出現し殆んど無色透明に観察せられ志。従 
と1)司自j外Akrosomaって斯かる部分は濃染する  
核との聞に存在して弧状の透明帯として認められ
る。 (Fig;22) 
而して斯かる難染部はその出現当初に於いてはl陥
狭〈明瞭なる境界を示さないが次第に発達して犬と
なり且つ濃染部との境界は極めて明瞭となる。斯ぐ 
の如き形態に達したる時，頭部の構造は全く完成せ
られた成熟精子の状態に至ったものと考えられ爾後
は何等の愛化も出現するを見ない (Fig.23)。而し
て斯かる精子頭部は各部分に於し、て同様なる厚径を
示すものではなく可成り属平な形態を示すものであ
る。
l 上述の記載はすべて頭部の扇平面より観察したる
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ものであるが，一方これに直角の方向より観察すれ
ば核の厚径は前者の場合に比し 1/5...1/6の幅を有

するに過ぎず，且つ一見梓状を呈して恨Ij方えの屈曲
の如きは認められなし、。而して詳純にこれを観察す
ればその厚径は前端と後端に於いて広くして中央部
分は細<，極めて細長し、砂時計状を呈する。完成し
た Akrosomaを斯かる方向より見れば難発性の透
明部は核の前端に接する部分を除L、ては全周を濃染
する Akrosoma外層によって包囲せられ，恰も濃
密なる壁を有する空胞の如き観を呈するものであ
る。 (Fig.24) 
25)上述 Metamorphose第 1期に於いて Spe-
rmatozoaとなりたる細胞が以後成熟し発達するは 
Sertoli細胞と Spermatozoaとが所謂 Kopulat・ 
ionを行うが為めと思われ，而して余は斯かる 
Kopulation Vこ際し Spermatozoaの Akrosoma，
と Sertoli細胞内の Mitochondriaとが共に重大
なる役割を有する所見を得た。即ち Mitochondria
検出法たる Nemec液， Regaud液使用によりて明
瞭に呈示し得たる Mitochondria穎粒が Sertoli
細胞中に細糸状を呈して純精管腔の方向え並列し 
Spermatozoaの Akrosomaと互いに結合連絡し
ている所見である。斯かる現象は森田(1931)が 
Sertoli細胞中の MitochondriaとAkrosomaと
の問に吸引力あるためなりとし所謂 Nutationの
現象と呼称したるものに一致し，斯かる現象により
て Spermatozoaは Sertoli細胞と Kopulation
を行いて成熟するに至るものなりと余と同様なる見
解に到達してし、る。 
26)上述所見を文献に照するに Leblondand 
Clennont (1952)は Hotchkis8 (1948)によりて
示されたる periodic~acid fuchsin sulfurous acid 
(以下 PA-FSAと略〉染色に順じて spermatids
の cytoplasm内に存する Golgiderivativesを
示すために PA-FSA染色を使用し，その結果
mouseにて認められる最も特有なる記載は Sertoli
細胞内に PA-FSA染色で染色せられる多数の頼粒 
が存することであり， 斯かる頼粒は ratに於し、て 
も認められるも mouseでは一層顕著である。然る
に核帽が基底膜の方向え転移したる時に，より多く
の小頼粒が認められる。斯かる時期に於いては頼粒
は Serotli細胞の核と spermatidsの headsとの
聞に配列する様に想われる。然しながら斯かる配列
の意義は不明なるも Sertoli要素より spermatids
の acrosomicsystem ( acrosome and head cap) 
への或物質の通過を暗示すると述べている。
Leblond and Clermont (1952) 
The sections were stained by the PA-FSA 
technique according to the directions given 
by Hotchkiss ('48)，but the reducing rinse 
suggested by this author was omitted 
since its only e旺ectwas to decrease the 
bri1liancy of the pq.rple stain. To-day，the 
“periodic acid-fuchsin sulfurous-acid" tec-
hnique (hereafter called P A・FSA)can be 
used to demonstrate the Golgi derivatives 
present ip the cytoplasm of spermatids. 
One of the most characteristic features of 
the mouse testis was tbe presence in the 
Sertoli elements of large numhers of gran-
ules reacting with PA-FSA. Such granules 
were present in the rat，but they were far 
more prominent in the mouse. More num-
erous but smal1er granules were observed 
when the caps oriented. The granules at 
that time seemed to line up between the 
Sertoli nuclei and the heads of the sperm-
atids. The significance of this arrangement 
is unknown. Itis suggestive，however，of 
the passage of some material from the 
Sertoli elements towards the acrosomic 
system of the spermatids. 
然しながら両氏の PA-FSA染色に反応する物質
は Golgi物質より生ずると倣せる見解より見れば 
斯かる Sertoli要素内の頼粒も亦 Golgi物質にそ 
の原基あるものと考えられるも，余の得たる所見に
よれば Mitochondriaにして氏等の見解には同意
し得ざるも， 斯くの如き Serto1i細胞内の穎粒即
ち余の MitochondriaとAkrosomaとの聞に於い
て Kopulationを行うものならんとの見解には同 
意するものである。
27) と述各所見を更に文献に照すに Metamorp-
hose第 2期7こ於ける，細長せる核の前半部が後半
部に対して直角に至る迄の側方屈曲の現象は核の伸
長が左右不平等に進展せる為に非ずやと解し得る。
即ち核のー側，特に赤道輪荊着;5'15の直前のー側に特
に著明なる伸長を来す結果核は該部に於いて反対側
に強く屈曲するものならんかと思われる。斯かる見
解は Brown(1885)も ratに於いて核が屈曲する
や，その先端近くで最初認められる屈曲は恐らく肥
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厚せる核膜のー側の増加せる成長のためならんと余 記訣あり。
と同様核の左右不平等の進展によるものならんと述 Leblond and Clermont (1952) 
パてし、る。 Latersti1， the acrosome cone reverted to 
Brown (1885) a globular shape as its pointed apex slowly 
Soon the rtuc1eus begins to curve，the cur- rounded up，and the whole acrosomic str-
vature first appearing near the apex，pre・ ucturereceded bad王 tocover a large por-
sumably owing to an increased growth of tion of the head cap. 
ohe side of the thickend membrane. 30)第 3期に於いて赤道輸直前部に斜走する淡染
更に叉核後半部の直角状の胆曲に就いては Leb- 帯状部分を認めたるは既述せる如くであるが，斯か 
lond and Clermont (1952)もハムスターに於し、 る開状部分は共の後精子の略完成される時期迄認め
て余と同様の所見を記載している。 られるも，成熟精子に於いては Akrosoma及び頭 
Leblond and Clermont (1952) 部の染色性は次第に減少じ淡明となりて斯かる斜走 
Later，it (acrosome) became elongated， せる淡染帯状部分も識別し得ざるに至る。 
whi1e the caudal portion of the nuc1eus was 31)精子頭部に於ける被膜に関しては赤道輸前部 
be'nt at a right angle to the apical region. は Akrosoma物質の仲展により生じたる薄膜によ 
28)次に Metamorphose第 3期に於ける所見中 りて被覆せられ，一方赤道輪後部は第 3期に於いて
即ち直角状に屈曲せる核が再び従来の直線状の核軸 既述せる如き生成機転をもって生じたる所謂 G.M.
え復帰する所見に就いても， Leblond and，Clerm・ 体性物質より成る被膜を有するものと考えられる。 
ont (1952)はこれを認め核の先端が伸長し柏屈曲 斯かる所見を文献に徴するに Gatenbyand Beams 
すると，一方核後端は凹凸を失い直角状となり終に. (1936)は前方に存するものを anterior cap叉は
核後端の方向は核先端の方向と一直線をなすと述べ acrosomeと呼び，後方に存するものを posterior
ている。 cap叉は Gatenbyの post-nuc1ear capと呼称戸 
Leblond and Clermont (1952) している。 
As spermiogenesis proceeded， the apical Gatenby and Beams (1936) 
portion of the nuc1eus lengthened and cur- All spatulate mammalian spermatozoa have 
ved slightly，whi1e its caudal end lost its a head covering divided irito two parts， 
indentation，acquired a rectangular outline， the anterior cap，or acrosome，and the pos-
and finally changed its axis of orientation t三riorcap，or post-nuc1ear cap of Gatenby. 
to come into line with the apical portion. 更に叉 Gatenbyand Wigoder (1929)は Cavia
而して斯かる所見はよ述第2期の核の左右不平等 に於いて post-nuc1eargranulesは粗くなり核の
伸長に比して，赤道輪後部のー側に於し、て生ず、るた 後部に集り次で空胞を形成し明瞭に配列する。更に
め赤道輪附着部の後方に於ける核側壁は左右不平等 是等の頼粒は接触融合して post-nuclearcapを形
の伸長，換言すれば第 2期に於いて左右不平等の伸 成すると述Jベ，斯かる頼粒の原基に就きては Ga-
長により生じたる陥凹側の異常伸長となり，その結 tenbyは有肺軟体動物で認められる頼粒は Mito-
果赤道輸の方向が漸次斜となり前述せる如く赤道輸 chondria，Golgi装置， chromatoid bodiesの，何
附着部は核の陥凹側が常に突隆側より前方に位置を れとも異なる特種のものなりと記載してし、る。
占める結果となるものと息われる。而して Leblond Gatenby ~nd Wigoder (1929) 
and Clermont (1952)は余の陥凹側を“ventral、 The post nuclear granules have become 
surface"突隆側を“dorsaledge"と呼び両氏の coarser，and are grouped behind the nuc1・ 
ハムスターの図 58は斯かる赤道輪後部に於けるー .eus，at P. N. G. In the first of these 百gures 
側即ち余の陥凹側壁の異常伸長を ventralsurface the granules form a halo around the hinder 
側の長き核側壁をもって描写し実証Lているム part of the nuc1eus，and in the next figure 
29)更に Metamotphose第 3期に於ける Ak・ the arrangement 1S even more defihite. 
， rO.somaの赤道輪附着部に至る迄の後退現象に就L、 Careful examination of many of these 
ても Leblondahd Clerniont (1952)も同様なる stages. shows that the granules are often 
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elongate ho11ow structures，which seem to 
expand til1they touch，and :finally unit to 
form the solid covering which is shown in 
:fig. 12. This expands further ti1lit forms 
the cuplike structur.e depicted in the sper-
三 'matozoβshownin fig. 7 and 8. In 1918~19 
the senior writer discovered that the sp'er-
matids of several species of pulmonate 
molluscs contained special bodies，which 
were neither Mitochondria，Golgi bodies 
nor chromatoid bodies. 
然しながら Gatenbyand Wigoder (1929)は
赤道輸より後部に認められたる斯かる穎粒の本態に
就きでは結論づけざるも，氏等の記載より考察すれ 
ば余が第3期に於いて既述せる頼粒が森田の所謂
G.M.体に類似するものならんかと考えられる。更
に叉顕部後端に於ける被膜の存在は認め得たるも， 
氏等の記載の如く野、粒が空胞形成後融合する云々と 
言うが如き所見は認めなかった。 
32)一方 Gressonand Zlotnik (1945)はpost-. 
nucIear capは miclear-ringが頭部後端えの拡大 
によって発生するものであるが nuclear-ringは決
して頭部最下端迄は拡大せず，少部分の狭い場所が 
nuclear-ringの下方拡大部と頭部最下端部との問
に残存すると結論している。
Gresson and Zlotnik (1945) 
Zlo阻止(1943)believes that the post-nuclear 
cap is formed from the .nuclear-ring by a 
widening of the latter in a poste士iordirec-
tion. A thoroug・h examination by one of 
us (1.Z.) of the sperms of the animals in 
which the post-nuclear cap is clearly 
visible has led to the conc1usion that the 
widening of the nuclear-ring never reaches 
the extreme posterior end of the sperm-
head; a narrow light space being present 
between the wide band which comes down 
from the nuclear ring and black posterior 
edge of the head. 
余は斯かる氏等の記載の如き所見は得ること能は
ざりき。只上述せる如く頭部後端より漸次上方赤道
輪部に至る頭部後部に於ける被膜，即ち所謂森田の
G.M;体性の穎粒の融合によりて生ずると思われる
所謂 post‘nuc1earcapの所見を認、めたれば両氏の
見解には同意し得ず，寧ろ Gatenbyand Wigoder 
(1929)の所見に略一致する所ありたり。 
33)更に両氏は余と同じ材料たるハムスターの 
acrosomeを二部分に区別し一つは anterior 
cap様構造，他の一つは核の前部約3を密に杭-う部
分とに区別L，且つ叉この二部分が核の先端を越え
て前方に伸展せざる状態を氏等は成熟精子として呈
示している。 
The acrosome is in two parts -an anterior 
cap-like-structure and a region which more 
c10sely envelops approximately the anteri~ 
or two-thirds of the nuc1eus; 
而して上述氏等の所見は未だ成熟精子に到らざる
前期即ち余の第3期終末に於ける形態と思われ，
Akrosomaを二部分に区別したるは余も同様なる
も，成熟精子に於ける Akrosomaは第4期に於い 
て詳述せる如く核の先端を越えて鎌状を呈する内外
2層に分化し認められる。
34)次で余は上述の如く Akrosoma及び頭部の
Metamorphoseが行なわれている聞に於ける 
Achsenfadenの態度に就き記載し様と思う。 
Spermatidの抑1胞原形質内に多数の微細頼粒即ち
余等の Mikrosomenを認める。而して斯かる
Mikrosomenと Centrosomとは区別をたて難く 
むしろ同~ Kategoryに入れて論ずべきものなら
んことは Idiozomの項にて既に記載せる如くであ 
るが，余は Achsenfadenはこの小穎粒 Mikro-
somonより発生するものなりと主張するものであ' 
る。即ち細胞原形質内の特に Idiozomの附・近に存 
在する 1個の小なる Mikrosomenより Achsen-
fadenと思わるる細糸が発生するを屡々認めた。-
方前述 Akrosomaも亦同時期に出現すること多け 
れば両者は殆んどその発生の期を同じくするものな 
りと思われる。 
35)斯くの如く Achsenfaden原基を発生じたる 
Mikrosomenは次で 2個に分裂す。而して斯かる 
分裂の時期は遅速ありて一定せるものに非ざるが如 
く思われる。分裂後に於ける 2個の頼粒の大きさは 
1伺は他の 1個のものより通常その形は小で、ある。 
斯かる Achsenfadenを発生せる穎粒は終には附
近の核膜上ーに遠L，之に附着するに至る。然しなが
ら核膜に附着する頼、粒は2個の中 1個のみにして他
の 1個は精々離れて存在する。斯くの如く核膜に附 
着ぜる頼粒は proximal頼粒と呼び，他の離れて存
する頼粒を distal穎粒と呼んで区別し様と思う。
即ち一般には distal穎粒は proximal頼粒より小
哩・
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であるが，斯かる小なる distal頼粒に Achsen-
fadenは附着して認められるνことが多い。而して
Achsenfadenを発生せる頼粒が核膜に附着する場
所は，斯かる頼粒が上述せる如く Idiozom附近に
多く認められる故に Idiozom附近の核膜上なるこ
とが多い。 
36)然るに AkrosomaがSertoli細胞と Kopu・ 
lationを行う時期に至れば，斯かる Achsenfaden
頼粒は核の distalの極，換言すれば Akrosoma
の附着せる極と正反対の位置で常に認められる。而
して斯かる位置に於し、て Centrosomが未だ分裂す
ることなく， Achsenfadenが斯かる 1個の比較的
大型なる願粒より生ぜるを認めることもある。 
37) Achsenfadenの発生に関しては既に種々な
る記載が存するも Hennann， Moore， Benda， 
Niessing等は核がその原基なりと述べるも，一方 
Meves，Lenhossek等は Centrosomより Ach-
senfadenは発生すると述べている。即ち Meves 
(1898)によれば鼠では山槻魚に於けると同様に細
胞周辺部に存する Centra lkorperchenより Ac-
hsenfaderiは生ずると述べ，更に人間の sperma・ 
tidenに於いても是等の動物に於けると同様に 2個
の Centralkδrperchenが細胞表面下に存在す
るが，その両者の結合線は細胞表面に直角で、あり，
唯その中の 1個が直接に細胞壁に!Y付着している。斯
かる細胞壁に附-着じている Centralkδrperより 1 
本の繊細な糸が細胞外に出ており Axenfade:nの
erste Anlageー を示すと述べている。 
Meves (1898) 
，ー dass auch ich，und zwar unahhanging 
von v. Lenhossek，gefunden habe，dass der 
Axenfaden bei Ratte ebenso wie beim Sala-
mander von den unter der Zellperipherie 
-gelegepC~ntralkörpern auswachst，一.Wie 
in den Spermatiden dieses Tieres，liegen 
auch in denen des Menschen zwei Central-
korper unter. der Zellober臼ache.Ihre Ver-
bindungslinie steht senkrecht zu dieser，so 
dass nur der eine von ihnenunmittelbar an 
die Ze11wand anstδsst. Von dem der Ze11-
wand anliegenden Centralkδrper erstreckt 
sich' ein fines Fadchen aus der Zelle heraus， 
welches die erste Anlage des Axenfadens 
darsteUt. 
38)一方これに反し Benda (1897)は Meves 
(1897) 泊 ~1_Ll槻魚 Lenhoss伎が鼠に於いて記載せ 
る如く Axenfadenが何か核から離れた細胞体から 
生ずるとの上述記載に反対し Moore，Niessing同
様 Axenfadenは決定的に核から発生するものなり
と述べている。
Benda (1897) 
Ich kann mich nicht davon uberzeugen， 
dass bei den Saugtieren von irgend einem， 
vom kern getrennten Ze11gebilde der Axen・l 
faden auswachst，wie es Meves bei Salaman-' 
der，v. Lenhossek bei der Ratte beschreibt， 
ー.Das wurde also fur die Au旺assungvon 
Moore u. Niessing sprechen，nach des das 
eigentliche Aussprossen des Axenfadens 
doch aussch1iesslich vom Kern ausgeht. 
39)然るに余の得たる所見より考うれば Ach-
senfaden は Meves，Lenhossek笥;の女日く Cen-
trosom即ち余の Mikrosomenより発生すること
は明白なれど，氏等の記載の知く Centrosomの
発生個所が細胞周辺辞に存在するとは限らず，寧ろ 
Idiozom附近に多く認め，一方発生当初より 2個の 
頼粒の結合線が細胞壁に直角を呈する所見は認めず
して， Axenfaden頼粒が核膜上に達し附着するに
至り初めて両駅粒を結ぶ直線は核膜に対し直角を呈
するを認める。而して所謂 distal頼粒より Ach-
senfadenが附着発生する所見には同意するもので
ある。 
40)一方 Gatenbyand Beams (1936)は pro-
ximal及び distalの両頼粒より Achsenfadenは
発生するものなりと述べているも，余は斯かる所見
には同意し得ざるものである。 
Gatenby and 8eams (1936) 
We have never seen aspermatid with one 
free centriole and another ce11triole giving 
rise to a 宜agellum.-， the outgrowing 
自agellumoriginates from both granules，一. 
41) Centrosomが、Idiozom附近に存在し分裂
すること多きは Gatenbyal1d Woodger (1921) 
の記載によりても明白である。 
Gatenby and Woodger (1921) 
At this stage the centrosome is dividing in 
the cytoplasm，11ear，but outside，the archo'-
plasm. 
42)上述の如く distalの極で認められる Ach-
senfaden頼粒は次で次の如き愛型を呈するに至
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る。即ち proximal頼粒は間もなく平板状と菱形
し頭部下端は濃染して認められる。一方 Achsen-
faden附着せる distal頼粒は 2球に分裂し森田の
所謂 nodulusanterior及び nodulusposterior 
を生ずる。次で nodulusanteriorは平板状と化し
此処に Verbindungsstuckの前境界を形成するに
至る。他方 nodulusposteriorは再び双球状に分
裂し次で輪状となるの是れ即ち Schlussringの原
基となるものにして，輪状と化したる nodulus
posteriorは Achsenfadenに沿って distalの方 
向えと漸次下降し Schwanzm~nschette の後下端
附近に迄至って移動を停止し Verbindungsstuck 
の後下端を劃するものと思われるσ 
43)而して本動物精子の Verbindungsstuckは
極めて長〈頭部の約 6倍の長さを有し，前境界は平
板状と化したる nodulusanteriorの部分より下端
は輪状と化して下降し Sch1 ussringとして認めら
に螺旋状に取囲〈如く，斯〈して成熟精子の Ver-
bindungsstuckを形成するに至るものと思われる。 
而して斯かる螺旋糸の周囲には Schwanzmansch・
etteが残存L，極めて僅かの Cytoplasmarestと
共に Ver bind ungsstuckの外周を形成する。ー
方 Ver b indungsstuckの後端には Heidenhain
染色にては濃紺色， Benda染色にては紫色に濃染
せられる輪状の構造物を認める。是れ即ち上述せる
如き Schlussringである。 
44) Verbindungsstu_ckより下方 distalの部分
は Schwanzにして二部分即ち Hauptstuck及び
Endstuckより成る。 Hauptstuckも亦極めて長く
Verbindungsstuckと等長或いは之れより長く認 
められこの部分は Achsenfaden及びこれを被覆
する極めて薄い細胞質膜状物より成り，斯かる被鞘
は Tannin酸鍍銀によりて容易に鍍銀せられてそ
の存在が窺知せられる。一方 Endstuckは斯かる
れる聞の都分である。斯かる部分は distal頼粒よー被鞘を有せず裸の Achsenfadenのみより成ると思
り発する"Achsenfadenの周囲に密なる螺旋状を
呈する糸状物の存するをもって他部即ち Schwanz
と区別し得られる。斯くの如き螺旋糸は染色性上 
Mitochondriaに一致するものにして，これが発生 
の機序は極めて興味ある所である。即ち後述する如
く余の赤道輸より発生せる Schwanzmanschette
によりて包囲せられたる細胞質中には Mitochon-
dria頼粒が存在するのを認むるも，その数は成熟
精子完成せられる噴に比較すれば明らかに少数で、あ
る。従って斯かる多数の Mitoch ondriaの出現を
考察するに，余は Mikrosomenにありと考えるも
のである。 Schwanzmanschetteによりて包囲せ
られたる結胞質中には当初j少数の Mitochondria
頼粒の他に，多数の徴細穎粒即ち余の Mikr・0-
som:enが存在するのを認める。斯かる Mikro・
somenは組胞の Metamorphoseの伸展につれ個 
々の形態を漸次増大し、Mitochondria染色にょっ 
て好染せられ Mitochondria物質を獲得するに至
る。これ該部に於ける Mikrosomenが発育増大す 
ると共に Mitochondria物質獲得附着して Mito-
chondriaに斐じたるものど解せられる。斯くの如
くにして漸次多数となりたる Mitochondria穎粒は
当初は整然たる配列を呈せず，将来 Verbindungs-
stuckを形成すべき位置に於いて Schwanzmans-
chette内に不規則に存在する像を認めることが多
いが，更に発育せる精子に於し、て斯かる Mitochon-
dria頼粒が糸状に斐じつつ Achsenfadenの周囲 
われ Tannin酸鍍銀にては淡色に認められその長
さは HauptstuckVこ比して甚しく短い。
45)上述所見を文献に徴するに Centrosomが 
proximal Cen trosom及び distal Centrosom 
に分裂したる後に於いて，斯かる両頼粒が更に分裂
するか否かは従来より種々なる見解が存する所なれ
ど， Meves (1898)は人間及び鼠での研究の結果 
hintere Centralkorperは輪状を形成する以前に
於いて knopfen又は Stabchenに分裂すると述
べ余と同様なる所見を呈示してし、る。 
Meves (1898) 
Bei Mensch und Ratte dagegen spaltet der 

hintere Centralkδrper，bevor er sich in _ 

einen Ring umformt，ein knopfen bezw. 

Stabchen ab. 

46)一方 Popaand Marza (1931)， Gatenby 

and Beams (1936)，Gresson and Zlotnik (1945) 
等は両穎粒は以後分裂せずと述べるも氏等は共に
distal穎粒は輪状となりて Achsenfadenに沿い
下降し Verbindungsstuckの後下端を形成すると 
述べている。
Gatenby and Beams (1936) 
We may now turn to the head centriole. 
As has been mentioned，there is consider-
able diversity of opinion as to what happ-
ens here. We ourselbes hold the view that 
in the majority of cases nothing happens， 
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.ーー ， and the moiety nearst the cel1-wal1 
becomes ring-shaped，一-， but then the 
ring slips down the axial filament and takes 
" 	up its position some distance below，-
Here it stops and subsequently becomes 
smaller and less clearly stainable.' Even-
tually it forms the bottom of the middle-
plece. 
Gresson and Zlotnik (1945) 
Both the proximal and distal centrioles 
remain undivided.一， while the distal cen-
triole assumes the shape of a ring and 
forms the lower end of the middle piece. 
47)次に Schwanzmanschetteに就き記載す
る。余は Schwanzmanschetteを Akrosoma及
び Achsenfaden の発生後に於いて，余の赤道輪
より発生するを認めた。即ち Akrosoma頼粒より
形成せられたる赤道輪から distalの細胞原形質内
に最初微細なる短円筒形を呈せる Schwanzman-
schetteが発生するを目撃する。次で Schwanz・ 
manschetteは急速に伸長し且つ明瞭となる。而し
て Schwanzmanschetteの後下端に成熟精子に於
いて Schlussringが認められるは前述せる如くで
ある。斯かる Schwanzmanschetteは成熟精子形
成に際して消失することなく Hals，Verbindungs-
stuckの側壁を細胞質膜状物と共に形成するを認め
る。 
48) Schwanzmanschetteの発生及びその運命
に関しては従来より多数の研究者により諸説あり。
而して余はその発生は Akrosomaにありと見倣
すは既述せる如くである。 Gresson and Zlotnik 
(1945)も余と同様に氏等の nuclear-ringより 
Sch wanzmanschetteは発生するものなりと見倣
せるは後述する所なるも，氏等は manschetteは 
archoplasmic vacuole消失直後に初めて認められ
ると述べてし、る。 
Gresson and Zlotnik (1945) 
The manschette was first observed just 
after the disappearance of the archop las-
mic vacuole. 
余は氏等の archoplasmicvacuoleは Sper-
midの噴迄残存し且つその以前に於レて既に Sch-
wanzmanschetteの発生するを目撃したれば斯か
る見解には同意し得ざるものである。 
49)叉 Schwanzmanschetteの発生は核膜の溶
解と轡凸より生ずると倣す見解を抱く者に Biondi，
 
Benda，Hermann，Niessing等あるは Lenhossek
 
(1898)の記載によりても明白なり。
 
Lenhossek (1898) 

Die meisten Anhanger hat in dieser Bezie-
hung die Ansicht gefunden， dass die 
schwanzblase aus einer Vorbuchtung und 
Ablossung der Kernmembran zu Stande 
kommt. In dieser Ansicht bekennen sich 
Biondi，Benda，Hermann，Niessing u A. 
一方 Lenhossek (1898)自身の見解としては 
Sch wanzmanschetteは offenの Rohrにして，
斯かる Rohrは Centralkorperchenの結合によ
りてこの hellerHofは一層明瞭となると述べて
いる。 
Lenhossel主(1898)
一， erwahnte ich bereits，dass die im Cyto-
plasma gelegenen Centralkorperchen von 
einem heller Hof umgeben sind. Dieser Hof 
begleitet sie nun bis zu dem Kern; sind 
. die Centrosomen mit diesem in Verbindung 
getreten，so tritt der helle Hof um sie 
herum noch lebhafter hervor. Diese Bild-
ung (hyalinen Manschette) ist riun das，was 
man，nicht ganz sichtig，“ Schwanzblase" 
nennt，nicht ganz sichtig，weil sie，wenigs-
tens bei der Ratte，niemals eine geschlo・ 
ssene Blase，sondern immer nur eine 0旺ene 
Rohr，einen Trichter bi1det. 
上述の如く Schwanzmanschetteの発生に関し
ては従来より種々の説ありて未だ定説なけれども，
余の得たる所見より結論すれば Akrosomaにあり
と信んずるものである。 
50)更に Schwanzmanschetteの運命に関して
Gatenby ，.900)(1Schonfeld，899)(1Mevesは 
and Beams (1936)等は Schwanzmanschetteは
消失し Verbindungsstuckの形成には参与せずと
述べている。 
Schδnfeld (1900) 
Peuaprお qula manschette hyaline a atteint 
son complet developpement，on la void 
d匂白erer.Elle commence par se detacher 
du noyau. Cette disposition entraene l' 
effacement de la partie rるtreciedu noyau， 
qui correspond al' insertion de la mans-
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.，chette 
Gatenby and Beams (1936) 
Itseems agreed by most observers that 
the delicate tube or manschette comes and 
goes without any apparent function. We 
do not believe that it forms part of the 
middle piece，and have no suggestions of 
value to bring forward. 
51)一方これに反し Schwanzmanschetteの消
失説を信んぜず Verbindungsstuck形成に参与す 
region，forms the boundary of the cytoplasm 
of the future neck and middle piece. 
而して余も亦氏等の上述記載の如く Schwanz-
manschetteは消失することなく Hals，Verbin-
dungsstuckの各側壁を形成するものと考える。 
52)上述の如き Schwanzmanschetteの外囲に
は Spermatidの細胞体即ち Cytoplasma-存在す
る。所謂 Spermatozoaに於いて Bauch之呼ば 
るる所を造る Cytoplasmaである。然るに Sper-
matozoaの Metamorphoseが進展するにつれ，
ると倣す者に Niessing・(1897)，Lenhossek(1898)， Spermidの頃に於ては斯かる Bauchは漸次亡失 
Molle (1910)，Gresson and Zlotnik (1945)等
あり。 Lenhossらk (1898)は Schwanzblaseは常
に Achsenfadenり Mittelstuckの原形質外鞘を
提供すると述べてしお。 
Lenhossek (1898) 
Sie (Schwanzblase) liefert jedenfalls die 
protoplasmatische u:rp.hullung des Mittels-
tuckes des' Axenfadens; - . 
更に Gresson and Zlotnik (1945)によれば 
manschetteは nuclear-ringより発生拡大し細 
胞後部原形質中の一定距離で核の外側で和、狭くなり 
Spermatidの他の部分より濃染する原形質を包囲 
する。核後端の原形質の集中により manschette 
は狭くなり axialfilamentを取巻くより濃染する
原形質を包囲するも，残存せる原形質の消失後は
manschetteは該部の plasmmembraneと共に 
neckや middlepieceの境界を形成すると述べて
し、る。 
Gresson and Zlotnik (1945) 
Itextends from the region of the nuclear-
ring，lateral to the nucleus and narrowing 
somewhat，for some distance into the cyto・ 
plasm in the posterior part of the cell and 
enclose cytoplasm which stains more deeply 
than that in other' parts of the spermatids. 
With the concentration of the cytoplasm 
posterior to the nucleus，the manschette 
becomes narrower and enclose the more 
deeply stained cytoplasm which，-surrounds 
the axial filament. After the elimination 
of the residual cytoplasm the manschette 
together with the plasm membrane of that 
じ頭部直後部に僅かに残存せるを認める。従って斯
かる Bauchはその直前 distalより漸次 proximal
の方へと消失し去るものと想われる。 
53)この点に関し Meves (1902)は Paludina，
柿木(1941)はウミニナに於いて Bauchは pro-
-ximalより distalの方えと漸次消失すると記載し 
ているも，余の所見よりして斯かる見解には同意し 
得ざるものである。
Mevesひ902) 
Auf dem Stadium der Fig. 54 ist der kuge-
lige Cytoplasmaballen am hintern Ende:des 
Mittelstuckes verschwunden. 
54) Spermatidの頚 Hals(Collum)と呼ばれ
る個所は前方は平板状を呈せる proximal頼粒の
存在する頭部後端より，後方は Verbindungsstuck 
の前端即ち板状に菱化せし nodulusanteriorの聞
にして，側方は Schwanzmanschetteの壁及びそ
の外部は残存せる Cytoplasmaの薄膜によりて取
固まれてし、る部分である。而して斯かる Hals~こ於
いて特筆すべきは Halsの後端に近く 1個の球形の
稲犬なる頼粒の存在することであり，斯かる穎粒は 
Halsの中央部には存在せず偏位して必ず頭部の突
隆側に位置する。該頼粒の染色態度は Heidenhain
鉄ヘマトキシりシ染色により濃部~.色， .Benda染色
により紫色に濃染し Gressonand Zlotnik (1945) 
の accessorybodyに相当するものと想われる。
斯かる所見は Gressonand Zlotnikも亦認めて
いる所である。 
Gresson and Zlotnik (1945) 
The accessory body mOves to the vicinity 
of the posterior pole of the nuc1eus' and is 
included in the neck region of the sperm. 
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第 4章結 論 
1) 余の Mikrosomenは森田 (1931)が achromatische Fadenの凝縮に依りて生成さ
れると見倣したる細胞質内微細頼粒じその発生機序，一性質，形状，染色性等全く一致するも
のであるO 
2) Miktosomenは細胞質内諸要素の原基を形成する。 
3) Spermatogoniumの Mitochondria，Golgi装置は共に穎粒状なるも Colgi装置は 
Mitochondriaに比して梢々強ぎ集団性を有する。 
4) Spermatocyteの Mitochondriaは穎粒状，連鎖状，糸状，念珠状，環状等多種多様
の形状を呈するO 
5) Centrosomは Mikrosomenよりその型大なること多きもこの両者の区別はたて難い。
発生学的に見てもその基をーにするものと考えられるO 
6) Centrosomは Idiozom内に認められること多さも， Idiozom外にも存在する。
 
7) .
chruma toider N ebenkδperはIdiozomの附近に多く認められ Mikrosomenより大
型の頼粒なるも， Mitochondriaの大型のものとは鑑別に困難を来すことあり。 
8) Spermatogoniumに於ける Idiozomは輪状，半月状を呈し，一般に濃染する周辺部
と，淡染する内部と昭区別され，且つ内部には比較的大型なる頼粒 1個認むる場合が多い。 
9) Spermatogoniumに於ける Idiozomは Spermatocyteに於いて認められるものよ
り一般に小型であるO 
10) Spetmatocyteに於ける Idiozomは1'-'2個存在し，その形楕円形，半月形，円形等
を呈し周辺部濃染し，内部淡染して認められること多きも，その染色性，形状等は多種多様に
して一定せず。 
11) Spermatocyteの Idiozom周辺部に頼粒状叉は梓状の物体附着し存在するを認めるO
是れ Haematoxynophi1， Argentophi1， Osmiophi1の性質を具有すれば森田の所謂 G..M.
体ならんと思われるO 
12) Akrosomaは Mikrosomenがその周囲に量 (Halo)を形成する森田の所謂 Vakuole 
mit Kornが原基であるO 
13) Leblond and Clermont (1952)の所謂 heaClcap及び森田の所謂赤道輸は余も是れ
を認め，両者は共に Akrosoma頼粒より生成されるO 
14) ハムスグ戸の赤道輪は頼粒状より成る。 
15) 余は赤道輪形成後の細胞 Metamorphoseを4期に分類し記載せり。 
16) 第 1期に於ける特徴は円形を呈せし核及び椅円形を呈せる Akrosoma頼粒が森田の所
謂 Nutationの現象により伸長し，全形が西洋梨形状を呈することである。 
17) 赤道輸は斯かる際核長の前 2んと後 1ん附近で認められる。 
18) 第2期に於ける特徴は赤道輸を基として核の前部が後部に対し殆んど直角に至る迄の側
方えの屈折現象であるO 
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19) 第 3期に於ける特徴は直角状に屈折せし核が，本動物精子に特有なる鎌状の形態に至る
迄の再度の屈折現象であるO 
20) 赤道輸は斯かる際成熟精子に認められる如く前端は頭部陥凹側，後端は頭部突隆側に斜
に位置する。 
21) 第 3期に於ける他の特徴出赤道輸より後部に於ける所謂 G.M.体性頼粒より成る被膜
の形成であるO 
22) 第 4期に於ける特徴は Akrosomaが鎌状核を越えて，濃染する外層と，淡染透明なる
内層の二部分に分化し是亦鎌状を呈することであるO 
23) Achsenfadenは余の Mikrosomenより発生する。 
24) Achsenfaden穎粒は proximal穎粒及び distal頼粒に分裂し， distal頼粒は次で
所謂森田の nodulusanterior及び nodulU:・sposteriorに再び分裂する。 
25) Schwanzmanschetteは赤道輪より発生するO 
26) Schwanzmanschetteは消失することなく成熟精子の Hals，Verbindllngsstuckの
各側壁を形成する。 
27) Spermatidの所謂 Halsとは proximal頼粒が平板状と化した頭部後端より，後部
はまた平板状と化せし nodulusanteriorの間にして，側方は Schwanzmanschette及び残
存せる Cytoplasmの薄膜によりて包囲せられたる部分であるO 
28) Halsの頭部突隆側後端に 1個の accessorybody存する。 
29) Verbindungsstuckは頭部の約 6倍の長さを有し， 前端は平板状と化せし nodulus 
anteriorの部分より，後端は輪状と化したる nodulusposteriorが Achsenfadenに沿い
下降し所謂 Schlussring として認められる間の長き部分であるO 而して斯かる Verbindun~ 
gsstuckに於いては Mitochondria頼粒が糸状と変化し Achsenfadenを螺旋状に取巻い
ているO 
30) Schwanzは Verbindungsstuckより下方 distalの部分にして二部分即ち Ha.upt-
stuck及び Endstuckより成る。 
31) Hauptstuckは Verbindungsstuckと等長叉はこれより長く， Achsenfaden及び
とれを被覆する極めて薄い細胞質膜状部より成る。 
32) Endstuckは裸の Achsenfadenのみより成る短い部分であるo
稿を終るに臨み終始御懇篤なる御指導，御校閲の労を賜わりたる恩師森田秀一教授に対し深甚
なる感謝の意を表する。
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附図略字 
AB ... accessory body (Gresson 
and Zlotnik) 

AF ... Achsenfaden 

AK ... Akrosoma 

AS ... Aster 

Centrosom .C .. 
CHN ・・・・・・ Chromatoider Nebenkorper 
CHR ・・・・・・ Chromosomen 
G.乱1[.K. ... G. M. Korper 
ID ... Idiozom 

MK・・・・・・ Mikrosomen 

MT ・・・・・・ Mitochondria 

SMTT ... Schwanzmanschette 

SP ... Spindel 

SPR ・・・・・・ Spindel Rest 

V ... Vakuole 

VK ... Vakuole mit Korn 

VST・・・・・・ Verbindungsstuck 

ZK ... Zwischenkorper 
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